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北海 道産 石綿 に 就 い て (① 


Asbestos from Hokkaidé (1) 


meg EF AK Age (J. Suzuki) 


| 次 
ll # @& (E) Fe fth > femK 
11 ete lt 性 & 
(A) —HeaeAK (A) Th Bis > PE TT 
(B) AsFEd LUBA (B) AN AE Ans > BE 
(C) Aral Ae IV RANA 
(D) FReM= AAU RAMD Vt 4 
I 緒 言 


本 邦 内 地 に 於 て 従来 石綿 (asbestos) の 産地 り と し て 知 られ て 居 た も の 
は , 北 より 北海 道 , 岩 手 , 頁 島 , 群 馬 , 埼玉 , 新 潟 , 長野 , OD, PURI, RD, Be 
島 , 鳥取 , 11, AD, ASD, 長崎 , 熊本 の 各 懸 下 に 存 し て 居 た が , と れ 等 の 内 
に は 良質 の も の が 少く , 上 且 産 出 も 極め て 少量 で ある 色 め , 近 年 稼 行 すら れ で て 
居 た も の は , AE 
つて 本 邦 に 於 て 使用 され る 良質 の も の の 肉 70% は 加奈 陀 よ ょ り 又 30 % は 
南 阿 大 他 ょ より の 球 入 に 仰ぎ , 政府 も と れ 等 に 詩 し て 特に trp L 
1) OBA BL: HABIC HRV C, th PURME RE, 28% (ATE 1048) 120 FL 
商工 省 地質 調査 所 : AAS ERA (WBA 7 年 ) 377 EL, 


FAT : ARSE AAT, HP, 25 48 (ATE 7 年 ) 101 Fy 
ill WW: ARs (FN 9 4B) 64 Ti, 
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て 居 た も の で ある 。 
最近 の 非常 時 局 に 際 し て , 軍需 春物 と し て の 石綿 の 使用 は 盆 々 多量 と な 
DIEAS, —GTIICR LE CHAO Heil & SEIT SIC BOPO CT, 石綿 に 開 す る 
Sth COB LR SICBO, HICH LCE S O UNAS 
考案 使用 せら れ て 居る が , WADERS < , BRITE ¢, Las} ee CO 
DEES RAO AMO RORRO LE Bich し て は , RMIT LOTR 
FEA-GP IC HOFER Ts RAE IT TES 0 HO CHAAR E MIA ICR ZEOAL 
り , AHBICIS LC—-PRIC E ALASLRAEAS PARE BSS ICBO, Hic Ad 
FEB te Z BAG IC D SRE?) © BSH DSH CAE Lo ALUIC S LC HRICE 
ADM 63 ZICBOPBALERCHZ, 
ALY O FB WIRE PH MIC HSC Ut Abe ML, 北見 國 境 より 南 は 日 高 國 に 
BZ OEIC EK Te 2 BEM ORE ROEHL DS PIAL © Hs WA CHEV AB 
る 事 は 周知 に 属す る 所 で , と れれ 等 の AICKERCA MLO RINT 2 
ILASFBICAAS 2 A He BEAT RIC BMT SOX YEWICHBTAZIOTS 
So HEAALUEUEIT HS TLR E Wife IR ICA & PES SE BSSAS EN 
られ て 居 た 以外 に は , EIT SPR SEBO AMBER ICA TRB 
る 角 了 関 石 質 石綿 が 少量 産出 する 事 を 知ら れ て 居 た の み で , 勿論 稼 行 すら る 
べき 様 な も の は 何 所 に も 知ら れ て 居 な か つた が , 昭和 12 PARAS 
山 部 東京 帝 大 演 鐘 林 地内 の 蛇 紋 岩 地 峠 に , 従来 本 邦 に 於 いて 産出 し た も の 
の 内 最も 良 質 の も の と 見 る べき 沿 石 綿 の 産出 が 知ら れ て 以 來 引 績 き 日 高 , 
VER, 石狩, 天 皿 の 各地 の 蛇 紋 岩 地 域 中 に も , 各 種 の 石綿 が 弱 見 され , その 内 


1) BeOS MAA OBR IC XS 1939 OU Ric WU SRMORMEB 
PHIEROM( CHS, 

Canada 364,010 (ton), Cyprus 10,991, S. Rhodesia 58,313, S. Africa 21,954, 
Swaziland 7,973, U.S.A. 14,500, U.S.S.R (? (1939) 15,911 (1938) ) @itASS 
494,000 (ton). 

2) ARIS KEBCA DOH ICHAT 3% Doin , WtAaRS Kc HRLT LENS 
SD, AS AMICI CIE COMO BRBIKEZLV OT , 蛇 紋 岩 に 闘 係 す る 以外 の 石綿 に 
就 い て は 未だ 見 る べき も の が な い 。 
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OM} DICH L Clk GEC PRR KORA FEN EPIC EIS BS ICBO 
BORK Br, HL YANO RHOAICIS, MEIC O/B OETE 
FZRORMENTLOMICK TY, RICKER TIC EB WD 
の る ゃ も 少く HOS, 北海 道 に 於 て 僅 々 三 四 ヶ 年 の 問 に 種々 の も の を 取 混 ぜ 十 
指 に 人 験 る 新 産地 が 人 姜 見 せら れ た 事 は , 此 後 道内 各地 に 於 て 更に 新しき も の 
DiMA ZN EOMGRTSLOCKICBAT~2HCHZ, [HTN 
(LWPS | LST AGUEIC SS Hi ICE CHE IC 物語 つて 居る 感 
が ある 。 Z 

FEE IESE ARAL EAE IC BSD 2 eR IIE IC OU & BEBE Ie SHR IC TE 
% WERE AG OD TAFE NC HEE PRE RC ICIS 2 AGREE, as SEH IC BL 
THREE 2B T SICBO7e, MEMEO ~ RIC Bi LC ULL LCF 
究 中 で ある が , AHICM LTS, WICH CHS NMOL DK ELLO 
bOITOR Tb PAY MO IC HEA ICE LO S&T SRE EE TTCOT, 
PAF E CICS BAL 7e SHE TAGS LALA ZZ OMLROWFICHE AES S 
る も の で ある 。 

本 調査 に 開 し 種々 有 穫 な る 助言 を 興 へ られ た る 東大 加藤 才 接 , 並 に 北大 
RAB ICE L, 叉 現地 に 於 て 種々 便宜 を 剛 ら れ 上 且 足 重なる 材料 を 提供 せ 
られ た る ろ 束 大山 部 注 銘 林 主 任 中 山 助 薇 接 及 び 北 海道 各地 に 現業 記 を 有する 
Aa at SRA hr (CE LO ROBERT SEOCHS. 
(IAWE SE ICE L7e SRNODE AA AG Re IES NSO 
WE IC CEP ASE IC LZLOCH ZBE Wid LE ICRBIT Z4LOTC 
DA 

Tl = WOK BB 

(A) he R 石綿 と 稀 せ ら る る も の は , HOS bis tH ROMA 
綿 の 二 種 に 大 別 さ れ , 前 者 は 浪 石 綿 (Chrysotile) を 指す も の で ある が , RK 
KLE x OFGPI IL Di PY 4a (anthophyllite), %/4P§Y%4 (tremolite), 
陽 起 石 (actinolite) XicErHiefApyA (crosidolite) Fore er RT % O 
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を 含む も の で ある 。 世界 最大 の 石綿 産地 と し て 知ら る 加奈 陀 の Quebek 
FED YOMEL UCM TS 0, 又 と これ に 次 ぐ 産地 た る 南 阿 剖 利 加 声 部 
産 の も の は , 一 部 は 源 石 綿 (chrysotile) に 局 す る も の で ある が , 大 部 分 は 
所 調 青 石綿 (blue asbestos) 又は アモ サイ ト (amosite) と 稀 せ ら ろ る 角 
関 石 質 石 綿 に 局 す る も の な る 事 は 人 の よく 知る 所 で ある 。 

近頃 北海 道 各 地 よ り 牙 見 され つ ヽ \ ぃ あぁ ある 石綿 に も 温 右 綿 と 角 関 石綿 と の 両 
者 が ある が , 換 際 使用 に 役立つ も の は 前 者 の 一 部 の も の の み で 角 関 石 質 石 
綿 は 可 成 り 各 所 より 産出 し て 居る が 質 も 悪く , 量 も 少く, 現今 の 有 様 に て は 
AMOS 3} の は 未だ 認め られ て 居 な い 。 

GACH ICR 6 ARO HEM L LCE NESIOEBRGHEKOM ¢ 
で ある 。 こ と れ 等 各 産地 中 の 敷 ヶ 所 は 茎 に 稼 行 中 の も の で ある が , Mow Z 
も の は 極め て 小 SRICBE LR IL AH ESTE ANCE ZOOS 
CAR BATICE ERUBORDS Tern, MEME OREM ICES 2 EM 
参考 と し て 附 加 する 事 と する (第 ェ 園 )。 

(A) 兆 石 綿 産 地 

(I) KEG BORE OPAC KI PIS HUI ae HE 
(2) 石狩 國 雨 龍 郡 幌加内 村 
3) 同 國 上 川 郡上 川 御 料 地 両 紛 川 中 流 
4) BZ a BIA MAA RO BE, BE, Re 
5) Ve Bas Jen FG ae Ne 2 AS 
6) WRB TEP ABBE A 
7) Wet BEB a ey oye 
8) FSB DRAB Zc EA = pepe 


( 
( 
( 
( 


( 
( 
(9) 同 國 同 郡 サ ンチ ナコ ュ ョ 
(Io) 同 國 同 郡 岩 知 志 点 日 東 塊 道 内 
(rr) 同 國 同 郡 = セ ツ 川 中 流 

) BARES IY RF PIE ee 


(12 
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(13) 同 國 三石 郡 三石 北 前 
(14) FB = APR be, JAB 
(B) ABR Ea 
(I) ABB TFG AB 
(2) FBI AS BY 
 B 園 ALM 3 Ae 


(1) MZ BM, (2) SRF, (3) RRP, (4)BEM A, (5) WIN, (6)3% 
Dk, (7) 布 部 , (8) 山 部 , (9) ME DEERE, (10) 新入, (11) AF ZEMF, (12) 
サン ナコ ョ コロ ョ (13) MAR, (14)tuny7’, (15)= セ 有川, (16) wap 


内 , (17) 三 石 , (18) Heme 
(3) AFA BB ABER 
(4) FRR BABA oY THRE 
(5) Aes BabutHhA Zeno = HRP, 其他 
ERED iin 5 BE OF 1c FB CG Hs AEH Uk (EYL WERE HbR CARTED 
SSOCH BWM ThE & IM ARF ARE RCA BIE IC LIL ICBO G 
Mia PAH DS BE Wd, SAL S EASWGG S ALS 0 HL IC BEF 7e AFH EH OEIC HEY HD 
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も の は 山 部 , 三石, 静内 , 右 左 府 等 に 於 ける も の で , TOMY 8 Ole BAH 
びに 探 論 が 進め られ て 近く 稼 行 に 入ら ん と する も の も ある 。 

北海 道 に 於 ける 蛇 紋 岩 は 半 と し て 作 朱 山 脈 の 西側 に 路 南 北 の 走 向 を 以 て 
志 る 福居 古澤 系 , (REE, ESRD WA ICH LV BEL ET LOTS OM, 
小 塊 と LTE EIC MWD RKICHT BAG PICCHAL THES. Mei 
wee kite OMG BSE, APPTREL HE, WA BASE, 日 高 沙流 
NIEEIC PERE LILES DPR IL BOT TSE WORE, HILO FE RIL SB AT 
に 及ぶ も の で ある が , TOMO Y OM PAALICMER L HMA v v AM 
MRE LOCH SZ. THEMORMAAD HORA LS 
も の か 系 か は 未定 で ある が 近頃 の 調査 に より 価 比 系 又は 白 聖 系 を も 頁 し て 
居る も の が 少く BOERS IC SN, BBL LCHEAVER ROMA IC 
FEZLOLBNOMTHHS. 

これ 等 蛇 絞 岩 中 に は , — ERIC DB Te BE me It RG EE 
Ai LCS BSD ZB WAAL BEC REBT EE OSE LC HEA TH 0 
石綿 は 多く の 場合 と の 蛇 級 岩 化 作 用 が 著しく 上 且 比 較 的 強固 な 岩 相 を 示す 前 
分 に 平行 又は 不 規 則 な 脈 短 を な し て 用 胎 し て 居る 。 

同一 蛇 紋 岩 購 中 に 於 て も 温 石 綿 の 用 は 普遍 的 に 人 豆 達 する も の で は な く 比 
較 的 局所 に 限ら れ て 居る 。 印 ち 脈 を 多 敷 に 含む 部 分 は 瀬 談 その 割合 を 減じ 
BIC それ を 含ま な い 部 分 に 移 化す る も の で ある 。 用 を 含む 部 分 は 所 
ICL DCEOMRERICT SMES S HA ld 50K LY 2~300 KICK 
ACHE» AL BBE ¢ AA MBMIR See PARES ICL L Pe RSID & I 
Wo CHUL SBF ST ICHLT SBE BOE]. BATH EBC IC 
RG ZAMOMO BE LTE SIRREAMBIC IAS BIST RCT SLOT 
ある が , PALPABLE TONE DB CHMORLOMEI DUCK 
Ahk 0 27h 3% 採取 出来 る も の と 見 られ て 居る リ 。 AHN SOREN 
1) 如 奈 陀 た に 座 て は 1937 年 の 姜 表 に ょ れ ば 岩石 6,477,805 ton & YAAHES,440,607ton 


を 選び 更に それ より 409,813 ton の 石綿 を 得 た る IK CHMORBICHS 3 HALE 
46.32% で ある 。 


NN 
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aes br (CLICHE LX READS LC ES BSH DMB, T MITMERCE ASS 
EULER ICURS. CHE EL 7eb OT, か まる 部 分 に 於 て は 蛇 絞 岩 と 粘 王 
と が 移 化 する 場合 と , MALICH HER 7e SHEL を 示し た 強 央 な 蛇 絞 岩 塊 
が 存在 する 場合 と が ある 。 勿 論 こ の 粘 王 化 作用 は 右 綿 生成 後に 行 は れ た も 
DC, 粘土 内 の 石綿 は 風化 分 解 し て 使用 に 堪 へ も の と な つて 居る 事 が 少 
{ Te. 
or ee IRE DNIC AT HU, 湯 石 
HOME AIMBAAS, EL LC BURR Te Weise et HB LIEBE A & OB aS 
DVUBIC ETE CHES HCH Zo WINE, WBROLA, MANGO MRIS 
(IL & ve vy RO—BBICTELET ZLOCH D WAI, 幌加内 , SESE IC 
BUGS OAK OVA IBIC MIR CHS. HIER ARO BAR ICH 
Wo CHE AHA CH BBS, HAHEI Bee LC EZ WRIT IL, RS RTI = DR > 
HET SHOBVELEAICHAT SY. PUNRAA BA, 左右 府 , 静内 等 
に 於 て は 附近 に 格 盆 護 礁 床 あ り 又 山 部 , =A, PSEC Ch 少量 な が ら 同 
PERO PEDAL CHES. 介し 問 寒 別 , 幌加内 等 に 於 ける も の に は , その 
FRED UP EAE HE IC TORS FR ERIS TETE TS 2 OS, 蛇 絞 岩 中 に は 未だ 見 る べき 
DRO RABI O TEES I CRT, Silt ais & CREB © HIT 
Ree RR 事 が 注意 され 

。 例 へ ば 山 部 地方 に 於 て は 紫 澤 , FRO EE, 小黒 瀬 準 の 各 江 に 於 て , EBD 

heya ais, WR EORIRASBO bn SRORICKR CLEMO 
WEEDS BRE LULA TO MLO WICH T % AERO MIE < Eo 

角 関 石 質 石 綿 は 産地 の BIC HST, AEWA REIT HS CB UMBC EE Lk 
WICP OO. EOLKKREAYM b OMB LENT MTE 56IVTHS $ OlL— 
ケ所 も な い 。 角 関 石 質 右 綿 も 蛇 絞 岩 中 に 産出 すろ も の で ある が , Ui AMO 
hn BROW % HST, 蛇 絞 岩 中 の 内 裂 面 又は 断層 面 に 策 * Be LC Re 


1) OA HM, =RCE A: WER, 46% (昭和 14 年 ) BA, 324 Ti, 
2) BAR BE, ABE 23 Zs (昭和 15 年 ) 65 TL, 
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達する も の で ある 。 BM, AIH, HRS AEO b の は 何れ も 小 断 層間 に 生 
じ た も の 如く , 双 オロ rr ョ ツア プア, AMAD $ Ol tRAIC HA 7B AU ICH 
ふ て 生 じ た も の と 思 は れる 。 上 記 中 新城 の も の は 北海 道 に 産 す る 石綿 と し 
て 最も 古く より 知ら ちら れ た も の で ある が , WE UCHAICHEFHMSAA 
ど そ の 産出 を 見 ぐる に 至 つ た も の で ある 。 又 右左 府 の も の は 新城 の も の と 
殆ど 同様 の 産 舌 を 示し て 居る が , 附近 の 蛇 絞 岩 中 に 温 石 綿 の 用 を 多 敷 に 腺 
RRL CH SEEM LIT SZ, THRRVTEOY OMBMEOMMBICEL Te 
も の で 他 に 比 し て 品質 良く , REL MBs GUO C—-HEAY SN 7easteR 
さる に は 至 つ て 居 な い 。 恩 根 内 産 の も O/LFERCE PORRIC) HOUR 
KEEL CHT ZBILBESD ZL の で ある が , 量 に 於 て 問題 と する に 足り 
な い 。 

DNAS it ai OF 1C FDA EEA BD BE RE  — HEV EEE IC EV CBee 
し た が , Uh RADAR LC ILALHRHO AG ず 本 邦 に 於 て も 有 敷 の も の と 
見 らち れ 上 生 既に 採掘 及び 選 奏 を 開始 し て 居る 山 部 , 右左 府 , BRAN, 三石 等 に 於 
ける 産 汰 並び に 附近 の 地質 開 係 に 就き 路 記 する 事 と する 。 

(B) BUFR USB HAT 根室 本 線 山 部 , 布 部 両 鹿 間 の 鐵道 線路 の 東側 に 光 ふ 
PRAT ICIS © 南北 に 走る 小 蛇 紋 岩 錯 が 可 和 達し て 居る が 昭和 12 ARDY 
に 同 将 の 一 部 に 無 敷 の 温 石 綿 の 用 が 存在 し て 居る 事 が 明か と な り 現 今 北端 
時 準 地域 は 山 部 石綿 株 式 會 訪 に より , 中 間 紫 漁 地域 は 北海 道 右 綿 開 姜 株式 
BHLic LY, LP) ELA MSU STIL IC PE BCBS 
山 部 鹿又 は 布 部 鹿 よ り 石 綿 探 掘 現場 ま で は 2 へ 3 HP CHEB NS, RUE 
の 地質 は 第 2 賠 に より 示さ れ て 居る 如く 価 比 紀 に 属す る と 思 は る る 輝 線 散 
Bat, SSE TRI ROR 1 FY — b OBO FICHE ICH 


在 す る 不 規 則 な る レン ズ 型 の 蛇 絞 岩 より 成る る 7) CHE BLE D HERS BE 


1) SWI A OME ICHSO 3 ARMS BCA TE 12 年 現 東 大 ABBR RS: FE oH 1 BS 
DSK PERE & LC ASSERT SCOPE CHE LE DEL OO NCH SEL 
上 一 般 の 注意 を 惹く に は 至ら な か つと た 。 
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以 て 上 記 の 岩 局 と 接し て 居る 。 谷 と MEORAO—-WBIC ILE WO b ay x 
Ly et (trondhjemite), Wig4 (albitite) SUL RE (diabase) “# D IRL AS 


b 

(3 N 
Das 
BD aRe > 


ニー 


RS 


レ 
レ 
レ 


cS 


石狩 出 部 附近 地質 岡 (BSBA CHR Z ) 
S MERCH, Dt 尊 線 族 放 岩 , Q a teRke (theme?) 
Dita, TOR, A nh BUR, 1, 2,3 石綿 産地 
AWK IC (kB BB OB Bt & IRD V 


代入 し て 居る 。 本 地域 の 北 
部 及び 東部 に は 部 分 的 に 新 
Hs SOROS BABE L, 
FB OAGHBIC t BRUTCBG 
DORE MAAS BRE LT FS Wie 
本 地域 は 限定 され た 大 さ を 
示し て 居る 。 優 白岩 類 は 白 
BRERA DBL RD 
岩石 で 肉眼 的 に も 極め て 特 
BODZWOCHS, Bie 
70k — SURE IEE ARES IC AFUD 
LE ~ ko し 難い 事 が ある 
OFA ® 臣 周 で あぁ る た め あめ 時 に 
Hb RIC SSH L eR eR 
TOSS, BHA O 
AOM Et ZO —Pl eH 
Ge 
DEAS IL £4 He ET ER pak he 
AMO AED HEE OF 
位 に 存在 する も の で 声 北 の 
延長 は 略 2.5 FF, EPG OU 
(LIBRA HIIT IRS] % ARM 600 
米内 外 を 示し 南部 は 二 條 に 


AML CH Be MELE NAM OTE T BALIN 350~400 米 際 近 で あぁ 
AS EEO Zsa) i & Y り は 150~200 orice & o ASHE ASC 4t I IRE Came 
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CREB Ee ERBL TF SLOTH SB, 堅固 な 岩 塊 の 一 部 に は 未だ 完全 な 蛇 
MAL VES & SEB FP BHO F ICH TIL 8 Prete 2 EO ROS 
ihe SA RPK (wehrlite) OPER & AS SEB % GBD S BASH AS © 
SED PIC COMPAL GALS. AWE RIC IL ICH S ROU 
MOMRRLWICH THERE AALT 2S. HBL DROMAEKO DR 
PEO LIC ISS HRA b BLY b OCT MBICH LCS MIC TH 
Hah iS LR OMB YD CHS o UAH RO ee FS HLIC (LAAN IC RE 
BU LIB A IEVED Za EEE OSTA BARE AL CRS. 
REBCE kD 7S HABIT IS UIC BE & RE ORERURT EM CS 
eLO?LOCHHAICK OM Tay 7 VE] LPN SRO BR ADS 
BEE L Bc FOR APA REO LTE LIC k ORIEN CBS BR Ie A 
NORE GHA ITS SEER CH Z~ PABA Zs 2 PERCE OU A tis 
(L#ED CREO OCH ZAHA LL LILO AMER HICTET 3 EO 
va ec Lie tit & LAER RO PE & RO THES OBB ir, AHKIC 
LE BHLIC LO BBO AALASTAT LN ORE L OIPEOREOEICY 
RAOMAHMD FEST 2 BASED DN CHS. REO hIEOM MIC 
於 て は , WEBCO H IC HS BRR % PRO AF TEDS SB ALTA ¢ 試掘 が 行 は れ た 事 
BHO, EY CHOPS OWS PURE ILS NTHS~ 

FPN AS HUE HH IC BSC LYRA ADR ICT Os BIE USE EC BEB (picro- 
lite) LAE 3 S MIRA SIC HBS LUC BC PE OBACAMBOMEL 
EFOSC CHB. VHD TAMA CLD SAWS, HMO BET SRE 
iS FIC ILE * ICI OF] & Be OF (aragonite) の 結 品 が 一 面 に 附 
mUCHRSCReE NSB S 3. WMH OAM O PA ICEAL TILE 
RLICK Cid T SRE CH J © 

(C) BSBRAREREZMA 右左 府 村 は 根 宏 本 線 金山 慮 の 南方 40 fo 
地 昧 に 在り と の 間 定 期 バ ス を 通じ て 居る 。 石綿 産地 た る 三 跳 澤 は 右左 府 市 
街 地 よ り 更 に 東方 約 3 FFE BAC PHOBIC TES. ASHER OTA HES WEBCRE 
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WICABUNT S MUIR E Te L THM IT SY OC, =PPMEHHEL D_KGICHIE 
相 営 の 範 園 に 分 布 し て 居る 。 SHRVRIC I NOI POP este det 3 
事 は 前 逃し た が 昭和 13 ARE IC BI PPI TG MAAS HEL SMB vB 
AMO AFTEDSING LICL OC, TOBA PME ASFFLN Fess BIA [tN 
HAv— bRANeILO FIC LOCH ANO LAS, 

ASHBY OWENS A EU TEIN HERIIC BE AED BAER OAL IC HES 2 


x 
Bes 


SE RSSS 
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日 高 右左 府 附近 地質 岡 (佐々 , 三 本 柳 雨 遂 土 た 擦る ) 
SHER, J REAR (?), Cr ABBR, 本 第 三 系 , HUAI ERO, 
(1), (2) は 石綿 産地 , 蛇 級 岩 地域 に は 多 敷 の 優 白 岩 々 脈 あ り 。 


LOT, 蛇 絞 岩 の 東 , PEROIED =H lk BERR RE OH ICA SY 
BRACE chet eA CEES NCHS, SHUBICIVS. TIL BEE Ia OR 
曹長 岩 笠 に 局 す る 多 敷 の 優 白岩 に より 貫 か れ て 居る 。 

本 地域 に 填 出す る 蛇 絞 岩 は 東西 の 幅 約 4 AEC, TL HIRO BRET 3 =H HE 
漏 は その 西部 を 占 む る も の で ある が , 同 光 の 上流 並 に 束 部 に は 八田 右左 府 
BE LL), FOE Ph eT, = IE Ps SRE LA ORE AR DS TBRE LCR TA 
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AWOKE RCE PA EB IL DR NG Te i BL BT SAH ICHAT SLOT, を そ 
の 一 部 に は , 新 上 日東 磯山 , BEDE OMA AK ZAR EEL 
部 に は サン ナコ = ュ r, 奥 日 東 等 に 於 ける 如き 良質 の 温 石 綿 脈 を 用 胎 し て 居る 
Hoke IVC S. AEB HR HAMMRO BT 2 Wee Ic LI Be 
A ERR * VR OFF FEILER 5 CARTE Vo BS fe HR O ZEIT PEIN KE 
BRO ARGO HSL 5 SS 事 は 興味 ある も の で 恐らく その 附近 に と れ 
等 の 根源 を な す も の が 存在 し て 居 た も の と 想像 出来 る 。 

AHN A Oi HOURS = GEEEICIS O A Re ICT 4 LOT, 
MRO WAR RE th OVS T OHO BO 4 0 EWLLTHS 
OS, Ui 4 HAD RHE O LEFT IC HE TIS UEBO 4% Olc le L—WKkIC A < ABRs BE 
PEICZLUIRSNSS, Ake SORE ARO — Masti tk UCRSR, 
REORM IC AMA HR ROEVRLARE CHS BEL LIB eO 
他 の 地域 と 同様 で ある 。 

(PD) 理 高 國 三 石 及び 静内 地方 日 高 國 三 石 郡 及び 静内 郡 方 面 の 石綿 産地 と 
し て 現今 知ら れ て 居る も の は 三石 村落 燕 山 を 中 心 と し て 路 海 岸 線 に 平行 し 
て 北西 東南 に 延び る 丘陵 地 尊 と , BAAS 7 HO RADE e+ 
る 地域 で ある 。 

三石 村 の 上 記 の 丘陵 地 は 禅 居 古 漂 系 に 属す る と 思 は れる 種々 の 結 品 片 病 
BAL CALE ¢ Weiss £ DSPIKIC HE L7e hb OCH SBTMN AGRO BS 
(LHS RIC LD AIL A ee BE LEGG Le Bt POSE LCE ZISY, 附 
近 の 地質 構造 的 の 性 質 は 未だ 不明 で あぁ る!。 URCOR BACKS | 
中 各所 に 湯 且 綿 嘆 の 多数 に 座 達し て 居る 部 分 が 菩 見 され , 昭 和 ェ 3 年 以降 葛 | 
SE CICS NCES FELIS = BAMA Oe BEAR ICS rt, その 西北 | 
の 延長 と も 見 る べき 藤内 村 地 肉 の 低 丘 上 に 一 ケ所 で ある 。 こ れ 等 各所 の る 


bd 


ty 


1) PAW RESRBER I : 浦河 岡 幅 ( 北 海道 工業 試験 場 ) (昭和 14 年 )。 
石橋 正太 : {Lae Eh RAS te, HS 9 HE (WB FN 14 年 )。 
BA BIC 2 AHR, 8 4 4 (昭和 10 年 ) 189 Fy, 
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の に 土 し て は , SEB MET CLIC Lb PEM GHC ES, 
AEBS OAL ORER LICH SALAD % oid TERIOR & Hie 
FREE SD ICRAF OBO ROK EMIT 2, LEtikto 
TKO RECA RE DSALBBIC LET B % OL IBUMELL 2 FIED I 200 Ke FE 
OW EBICRHTSLOTHS, AMELIORBGHH 2 Hr HLBKIC YB H 
第 2 wf 


AS Bi wT (A, AR, BSBA ICH 2 ) 
S RERCE, C $8 4a Hos, 第 三 系 , OS MOx, GUN, (2) & (3) 石綿 産地 , 
PT MEBs RE ih AT IC EAD EO RAD V 
RE URE NR ASSL B ALi % > % 束 別 栓 山 の 支 山 と し て 採 押 
られ て 居る 。 本 地域 の 他 の 一 ヶ所 は 細長 い 丘 陵 の 東南 隅 に 存する が その 
ト 布 は 小 規 模 で ある 。 
kK た に 分 布 し て 居る 神居 古 漂 系 に 属す る と 思 は る le Pes aie hy BE oe 
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FR % OCT AUR ATIT ATT E RECS & OUNIC ILE Lo BRB BE EL NAST | 
Lad, SEA EO BIC ILL CPA EO RY SR Rae Te, Se 
PURSGDT a, SWS EREUT aE cE TIES, RETO PR BIS_b 
itd < Hei ae & TALES hee ICL OH ONMTHABEORMM 
の 一 部 に は , PD /\ILE A & CHAS = HK ONT IC THM TRS ETHAN 
ある 。 

浪 石 綿 脈 の 散 達 する 地域 に 直接 貫入 し た 優 白 岩 に つい て は 来 だ 知ら れ て 
居 な い が 征 * 隔 つた 部 分 に は 少 敷 の で グマ タイ ト を 見 る 事 が 出來 る 。 谷本 
地域 附近 に は 格 筆 模 鐵 貴 の 小 太 模 が 存在 し て 居る が 未だ 控 堀 に 足る ろ も の は 
見 られ な い 。 三石 地方 に 於 ける 石綿 用 の 産出 央 態 並 に 脈 の 性 質 は 前 丈 の 右 
左 府 三 時 浴 の も の と 同様 で ある 。 但 し 脈 の 幅 は 征 細 乃至 + 畑 程 度 で 右左 府 
地方 の も の より 征 * 狭い も の が 多い 様 で ある 。 

日 高 國 静 内 那 画 内 村 に 於 ける 別個 の 温 右 綿 産地 は 光 退 川 の 上 流 メ ナシ ペ 
7M OWGB B SFY UACIC LTB Be AMRIT oS PELL i, eA BE 
地域 中 に 存在 する 。 同 喧 山 附近 は 日 高 古 生 層 と その 内 に 途 入 し た 起 臣 基 性 
岩 と ょ りな り , これ 等 は 更に SHO BSE ARE ERU EE EAO 
WRIC LOCH AM CHS. WR HIE UO LL Hb IC BERET SRE Hh IC HR 
KR UTCHENT SY OC, MED LESS ED 2 LIM ic eR | 
AL TH. AMO URIL 0.5~1.2 HEREBED % °C, RRICIRIC IY 5 CHRO 
存在 する 事 , LYRE Hv CBRE © IROFEFEF 3 BAIS ALFEHLIC A 
も の と 同様 で ある 。 AME WINIEO & OICLEL CHAS BEC BIE, = 
方 面 の も の に 類似 し て 居る が , TOAABEC , UA EBHNRME LCES 
分 の 多い 事 は 注目 に 値する 。 人 本 地域 に は 優 白岩 類 の 分 布 多く , UAE | 
岩 の 施 入 の 後 火 成 作 用 と し て 買 入 し た と れ 等 優 白岩 類 と 石綿 の 生成 と の 間 
に 密接 な る 開 係 が 存在 する も の の 様 で ある 。 | 

(8) IBOREIA PL EI Riki A 7e HHL AMIR Hh EC IRI CEE 
WLU CRATE BALA ETS PRNHEH OBE KIC HU Cit ews, これ | 


| 
| 
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SF OPMMZEA, MANA, 雨 紛 Nie, BONE, BRA, サン ナコ ュ ャ AAR, = 

ツ 等 より る も 石綿 の 産出 が 知ら れ て 居る 。 CHE EMO HEEB IC Hk 
て は 多少 の 差異 は 存在 する が , その PEAK SME OIC PEPE ARB ESO (i Fs 
も の に 類似 し て 居る 。 

間 寒 別 の も ゃ の は 北大 演 銘 林地 内 を 流 る る 問 実り WI Seite UPR IC HS. HR 
CHET 2 8.0 CHLMOMLEAAIIO yo AMER. Aree 
PRIN B ILI7e } DO YALE ICH ける 最 北端 の も の で , BSLIC MARLEE x 
床 は 知ら れ て 居 な い が , 際 近 の 河川 流域 は , TORBEN, 砂 イ リ ジ ッ ム 確 等 
の 産地 と し て 有名 な 庶 で あ Bo 

BMAD 8 Old, 幌加内 市 街 地 南 東部 3 Fro Aw MIC 在 る eee 丘陵 地 
一 帝 に 出る も の で 同 地 の も の る も 大 剛 右 左 府 又は 三石 に 於 ける も の に 類似 し 
CHS. 

Be ee ieee a Kenan mae ae 

CHL WBED & OIC M7 LTO b OCH BWE OFPANCHS TC ETEREBE ¢ Id 
IZ. FEICHIPNINICH I 3 も の は 一 大 帳 石 中 に 知ら れ た の み で あり , SEA 
ARO 8 OIA UIE * R ICS SSPE DEM Le YOCHZ, = 
ャ ウツ に 於 ける も の は = セッ ツ 川 の 中 流 に 洗 ふ 路傍 に 小 量 産地 る も の で 右左 府 
の も の に 似 て 居る 。 附 近 に は 各種 の 優 白 岩 が 紀 入 し て 居る (未完 )。 


強 電 解 質 の 預 薄 水溶 液 中 に 於 ける 硫化 硫 物 の 憲 位 に 就 て 


On the potential of some sulphide minerals in dilute 
solutions of strong electrolytes 


Meet PS A he = I (R. Suzuki) 


緒 言 
APICES ICE LAGE 持つ の は , 多く の 場合 その 表面 を 介し 
て ヾ ある か ら , 表面 の 性 質 を 知る 事 は 甚だ 尿 要 な 事 で あり, 近年 電子 事 析 法 
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に よる 原子 配列 状態 の 研究 や , FE BO BE IC FES FEAT O AEG AS 
FFILAL TC, WAIL OPA ASA IC SIVTR THAD CH BB, 猫 未 知 の 分 野 
i> tho, BML, BCA ICH bKVOCHOT, RHOHEA 
1k, JESLIT ICIS 3 HAD ze RD AF — KMEDS, Map ic LC JPN 6 SS DIT 
闘 興 する 所 が 多い 。 

今 下 に 此 問 題 を 考 窓 し よう と 思ふ の は , 一面 に 於 て は , 溶 液 よ り 結 品 が 生 
RT SZGRAO MMA, 溶媒 中 に 結 品 が 溶解 する 場合 の 溶解 形 の 問題 
Se BOC, 結晶 面 が それ と 接 鯛 する 物質 の 如何 に より , 自 由 〒 ネ ルギー を 
異 に する 事 , 従 つて 又 溶媒 と 結 品 間 に は , EGR ER BE RO SER D 

り , PRICES CHIC AE LO SB SRW HE KR Ic LOT, HORE AY 
OMEETT_b., BO Un & NSE BAERS, 如何なる 役割 を な す 可 きか を 検討 し 
て 見 よう と 老 へ た か ら で あ り , 叉 一 面 に 於 て は , 現在 吾 * が 目撃 する 英 夫 な 
BOER (CBA MEA BRAS, PETE BGS To VAP TOE は 表面 に 於 ける 化 
BAKED, AWE BAN SER IC ROPES AL eR O BIC 
BRBUODP CH Zt» b6 WBE ais SCRE DEAR OBL, その 
SBA hig & INS GRD Sig EMG L 7c HHRICIE( BOTH DV, 他方 
工業 的 に は , EEA OLED EIT O § BS PURER D BERRI BAT 3S IL 
FARO BAR SnD BEV tO 7ed b IChhiz Bik, 

BR & 

Bie LDS Yoite ia O $55 Ts ICP GT IC, JRE R I~2 FEO MAME VIL, — 
面 は 特に よく こと れ を 研磨 し て , CORBMNOM Ee, BIFRNAVIAEY CH 
子 管 の 一 端 に 帳 落 し, 研磨 面 を 除く 側面 は ペラ フォ ン を ROTO NEE 
So MASP IC LAER & AAU CBR PDI IC BE MAE La, 導線 を 挿入 し て 一 方 
の 極 と LMA AT IS 75s BS [ED Fe S ICME REA CHLORLE L, BRE 
75. HE VICE LC AHO, HV ICA SRK ANT PER 
CHS BMOVES SEICT S, IB BESIC L b HEL ie L, 増幅 疾 
ENOCH L CHMOUMSE & FTFOFe, HAR BESEC IL, 回 路 に 現 は れる 


細 223 Ws Ko BR. 交 本 191(17) 


FRR IL, MEA, VRB, 76 RE, 導線 - 水 銀 間 , 7K DEY 
Fe) 31 FE LAE O HY A CHOC, MAAR, 14 BIO Hh ERK 
BEF (dk, WIC — HE GL ACMI CAMA DCE ADRS VOLLTH 
略す る と すれ ば , 測定 値 を 左右 する 主要 素 は , eR, a BO 
[OO BABES CH YD , BRO RAO Peay EIS & 40S Te BIL, 前 者 の それ を 決 
FET SEBS HAS. AERC Clk, HRB © Bei ERO Bse IC, 別 
箇 の 方 法 を 必要 と する 所 か ら , COWELTIOCRKY, FOR, ARE 
を 基準 と し て , これ に 土 す る 相 将 的 敷 値 を 出し た 事 に な る 理 で ある 。 今 装 


pS 


OUI Me RE LPS OW) CHS. 

HART CLG EVIL, BBE ICL) 164 PAORML ES 
H, HERSIC LY Lot 億 に 増幅 せ られ て , COMPO do 5 HAM BMA 
出さ れる の で ある 。 

測定 及び 測定 結果 

測定 は 約 20 BEDSITS CHO, BRA L CH (tM HO 0.0IN, o-F 
N, RUIN DEMOVRE HO7%eo ROALD e Ld, EIR, SESE, 
PORRSATE, SAR, BIOK GAME, 灯 安 確 の 六 種 を 使用 し た 。 獲 測定 に 用 ひな た 結 


Fit (xRPRVE> (zoo), (III), (210), HEWPD (III), PUMP (110), 
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方 鉛 確 の (100), BRAKSMEED (COOL), BRE PED (O10) で , Weelc Hoc lt 
CHEBRO = XY — PIC CHE L, HORI Be LC kK HEL CS 


IC PHB ICIS L, SIC £ SB BBE & ME L7e. LBRO GMA, 前 記 接 
貫 法 を 以 て し て は 定め られ な いか ら , その 都度 別に 電流 計 に 短絡 し て と れ 
を 定め た 。 研 魔 面 は 勿論 理想 的 新鮮 面 と は 稀 し 難い が , 或 程度 方 向 の 定 つ 


た 破 砕 面 に 近似 せる も の と 思考 を られ, THEMIS DV 2 — 71 HARKER IC £ 
り 槍 する に , 異物 の 吸着 は 無い も の と 認め られ た 。 猫 迷 水 鉛 確 の み は , RE 
KF AZ7 EY CBPICIOABE L, 質 験 の 都度 新鮮 面 を 志 出 せしめ て これ 
& (8 L7e, 

FERRE eA E IL BSRIB HS /\VROWU ) CHS} 


SS R BH Mm WB (100) 


0.01N KCl O.1N KCl | 1N KCl 
em |e « =| om |e &| om Br he x 
分 ミリ ボル ト Oy ミリ ポ ボルト 分 ミリ ボル ト 
1.8 1.316 1.0 3.997 1.6 4.167 
3.7 0.742 15 3.123 24 3.333 
4.7 0.572 2.5 1.666 3.2 2.272 
6.5 0.368 3.5 1.176 4.0 1.852 
7.2 0.360 43 0.821 5.8 1.428 
8.8 0.279 4.8 0.617 6.8 1.352 
10.5 0.118 5.3 0.524 8.8 1.219 
11.0 0.105 8.0 0.301 10.0 1.219 
12.8 0.103 9.2 0.212 11.4 1.162 
13.8 0.103 10.6 0.143 12.5 1.162 
15.8 0.101 12.0 0.166 15.7 0.676 
i8.8 0.101 14.2 0.175 17.4 0.704 
21.2 0.110 15.3 0.175 18.2 0.694 
24.3 0.103 16.3 0.158 19.2 0.667 
28.3 0.106 17.7 0.133 21.0 0.676 
30.5 0.105 19.8 0.100 23.0 0.532 
32.3 0.100 21.8 0.106 24.0 0.522 
33.7 0.101 26.2 0.114 25.8 0.532 
34.7 0.101 28.3 0.149 28.2 0.490 
31.5 0.625 
32.8 0.757 
35.0 0.714 
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i OR ee ee 本 193(19) 
BM 表 HB Gt BR (210) 
0.01N KCl 0.1N KCl | IN KCl 
a ee ee ee eae 
ミリ ボル ト 分 RE 分 TURE 
2.1 —0.848 1.6 +0.588 0.4 +0.788 
2.8 es 3.4 — 0-885 2.5 1.298 
3.9 —1.148 4.8 —0.972 3.2 —1,298 
4.6 —1.123 68 —0.927 5.1 —1.298 
7.7 —0.953 8.1 —0.927 6.0 — 1.233 
8.3 _0.878 13.9 —0.607 6.9 — 1.098 
10.8 —0.720 16.0 —0.541 7.8 —1.098 
12.0 —0.720 18.6 —0.588 9.8 —0.927 
14.8 —0.663 19.0 —0.588 11.0 —0.944 
16.0 —0.663 12.9 —0:834 
18.7 —0.663 16.1 —0.731 
21.2 — 0.622 17.0 —0.658 
27.1 — 0.607 19.0 —0.658 
28.0 — 05607 20.1 —0.582 
31.3 —0.524 
34.0 —0.478 
34.8 —0.437 
第 参 表 & ® wR (111) 
0.01N KCl | 0.1N KCI 
Re 間 電 fr 差 時 間 電 時 fal 電 ff 差 
分 ミリ ボル ト fp ミリ ボル ト 分 ミリ ボル ト 
| 2.3 +0.218 167 —0.271 0.7 +0.208 
2.8 — 0.295 21.7 —0.213 1.7 +0.208 
4.4 —0.395 24.7 ONG 3.2 hn 
5.8 —0.416 27.5 —0.149 4.8 —0.096 
9.0 —0.456 27.5 —0.156 5.8 —0.072 
9.6 —0.386 31.5 —0.143 7.4 —0.066 
12.7 —0.334 34.8 


QLLAEOM fi & MEM IC BE he FE, BHI CRB 2% & DICH he eal 5B 
第 九 園 の 様 に な る 。 
叉 各 礁 物 に つき 平衡 値 に 達し た 後 の 電位 差 を 縦 軸 に と り , 
横 還 に と れ ば 第 圭 彫 の 様 に 示さ れる 。 
BRGRICHTS5—-ZB 


溶液 の 濃度 を 
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AXEL ER ICES Ck, 5 DARIN 2K BIC FS I APL 7c ES CHB TMT 
Sa AGtpen: Sup REE ORE aE 
件 下 で , 約 4 Xro-5 グラ ム の 酸素 が 溶解 され て 居る も の と 考 へ られ , 又 蒸 
溜 水 の PH 値 側 定 の 結果 は , AK DCH RIEL AL CESS 
が ゎ か つた か ら , 疲 酸 の 含有 量 も 可 成 り 高い 事 が 想像 せら れる 。 従 つて 固 
FOL © BE BAR IC RIE ST ZEA OM Blt, 此 場 合 甚だ 重要 で ある 。 

第 四 表 BH RB B (111) 


0.01N KCl | 0.1N KCl 1N KCl 
時 間 (ane 時 間 | 電 位 =| mem | 電 位 & 
ミリ ボル ト 分 ・ ミリ ボル ト 分 ミリ ボル ト 
0.7 3.844 0.8 | 1281 1.2 0.770 
1.3 2.271 1.8 0.568 2.2 0.370 
2.4 1.427 2.9 0.391 2.8 0.286 
3.3 1.111 3.6 0.338 g5, = 0 264 
4.0 0.926 4.7 0.266 49 0.186 
5.0 0.758 6.0 0.250 74 0.143 
6.2 0.641 9.0 0.181 8.6 0.143 
8.1 0.532 11.3 0.163 10.2 0.136 
11.0 0.416 12.7 0.162 12.1 0.109 
14.0 0.388 14.8 0.152 14.4 0.104 
18.1 0.333 17.6 0.125 16.7 0.093 
20.4 0.312 211 0.125 18.1 0.088 
21.6 0.312 24.0 0.109 20.6 0.086 
24.2 0.296 26.2 0.104 22.0 0.081 
25.5 0.278 29.0 0.102 24.8 0.078 
30,5 0.242 29.8 0.100 28.0 0.077 
31.3 0.242 33.3 0.096 31.5 |i 0.075 
33.0 0.242 34.5 0.093 32.9 0.074 
34.0 0.242 


N. K. Adam に ょ れ ば , 二 相 界面 に 於 ける 電位 差 癌 生 の 原因 た は , 炊 の 三 
つの 場合 が ある と 言 ふ 。 即 ち 

I: PUARICAO SF EE ASIA BE 

2. 吸着 電位 差 に よる 場合 

3. 双極 子 分 子 の 整列 に 若く 場合 

AREER OUR FICK TC, (1) OHM Mic LAH, MMI ICH 
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第 五 表 方 & Bi (100) 


0:01N KCl 0.1N KCl 1N KCl 
|e i S|) Fe Me te |) me 電 位 差 
分 ミリ ボル ト 分 ミリ ボル ト 分 で ミリ ボル ト 
[| 1.613 0.3 1.156 0.7 1.137 
1.8 1.297 2.0 0.498 17; 0.807 
3.4 1.148 3.4 0.408 23 0.715 
4.6 1.123 5.0 0.378 3.2 0.667 
7.4 1.030 6.6 0.364 4.4 0.626 
9.8 0.878 8.0 0.352 5.9 0.542 
eS 0.863 10.0 0.353 6.6 0.513 
15.8 0.856 12.0 0.353 9.0 0.478 
17.3 0.856 14.2 0.345 11.0 0.458 
19.8 0.807 16.8 0.333 13.5 0.412 
21.8 0.776 19.4 0.329 16.7 0.417 
26.0 0.788 20.7 0.329 19.0 0.396 
27.0 0.776 : | 20.3 0.385 
27.8 0.764 
30.0 0.710 
31.3 0.710 


BR R FA ti o BF (110) 


0.01N KCl | OFIENe CGI | IN KCl 
時 間 oe =] om om le 位 zl 時 間 | 電 ee 
分 ミリ ボル ん ルト 分 ミリ ボル ト 分 ミリ ボル ん ルト 
0.6 0.218 0.3 0.151 0.5 0.138 
EVA 0.214 A | 0.142 TS 0.142 
4.3 0:222 5.0 0.155 4.0 0.142 
6.8 0.200 8.0 0.155 6.5 0.150 
8.7 0.200 10.5 0.156 8.3 0.144 
5 aes} 0.204 13.3 0.156 9.2 0.145 
15.0 0.228 SZ 0.156 11S 0.140 
18.0 0.228 18.4 0.143 15.0 0.144 
2255 0.228 21.9 0.148 17.0 0.144 
298 0.218 25.3 0.148 19.3 0.144 
27:9 0.213 OH fete} 0.148 22.3 0.138 
81,3 0.228 30.3 0.148 24:3 0.136 
34.2 0.218 32.3 0.148 26.9 0.141 
Sore 0.200 35.3 0.148 29.7 0.141 
4 31.8 0.141 


34.3 0.141 
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Bt R BW 安 Be (010) 


0.01N KCl | 0.1N KCI | 1N KCl 
時 間 ree @ ot x pe ese 
分 ミリ ボル ルト 分 ミリ ボル ト 分 ミリ ボル ト 
0.4 0.227 11 0.217 | 08 0.144 
2.7 0.225 3.6 0.217 | 1.8 0.144 
3.8 0.230 45 Q.217 | §SA4 0.145 
74 0.230 6.3 0.217 5.5 0.149 
9.7 0.230 9.4 0.204 7.8 0.149 
12.4 0.228 485 0.204 10.0 0.151 
15.0 0.228 13.8 0.204 12.4 0.151 
18.8 0.228 16.4 0.204 142 0.149 
22.0 0.298 18.4 0.204 15.8 0.150 
24.3 0.228 20.7 0.204 19.1 0.151 
27.3 0,228 23.2 0.204 22.2 0.151 
29.8 0.228 25.2 0.204 24.8 0.151 
33.8 0.228 28.8 0.204 30.1 1.150 
35.0 0.228 31.3 0.204 32.3 0.150 
33.0 0.204 34.8 0.133 
34.8 0.204 36.0 | 0.137 
第 八 表 Hom & BR (0001) 
0.01N KCl | 0.1N KCl | 1N KC 
時 間 | 電 ft £ 時 fay a 位 #£ 時 fal | a tf = 
分 ミリ ボル ト 分 TU RAF 29 RN ト 
0.9 0.279 0.9 0.251 0.8 0.333 
16 0.186 2.0 0.228 26 0.367 
2.9 0.155 2.7 0.173 3.0 0.505 
43 0.138 5.0 0.186 3.7 0.458 
7.4 | 0.192 6.4 0.186 5.4 0.387 
8.3 0.172 9.7 0.152 6.1 0.336 
10.3 0.147 13.0 0.179 7.3 0.388 
11.9 0.179 16.2 0.179 8.3 0.314 
13.6 0.156 19.5 0.167 94 0.388 
155 0.143 23.2 0.162 10.7 0.420 
17.8 0.152 26.0 0.147 11.8 0.562 
20.7 0.132 28.6 0.139 14.0 0.467 
24.4 0.143 30.5 0.136 14.6 0.516 
28.0 0.157 33.0 0.136 
29.4 0.157 34.0 0.136 
31.7 0.147 
35.0 0.147 
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KES AT SLASH L ORR, MOR Tas 4 ay と な つて 溶液 中 


浴 流 中 の イオ ン が 碗 物 表面 で 放電 し て , ZORA ERICA 
BML BATS 


HA 
場合 


で あつ て , id の 様 に 酸素 の 存在 する 了 共通 


て 出る ろか, 


事 に より 


常 考 へ ら 


1S NEIL, 硫酸 若 く は 硫酸 監 の 生成 で あり , 聞 様 な 物質 の 生成 及び その 液 
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fe HA OYE IL, HOw bt Zero HAIER EAL RL 


へ られ る か ら , 此 事 が 電位 


eK 
SE Ar 
Zr USe 


min. 
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AORAL GREE BENS, Ww 


ICC B IEC, ERNST SL CHAE S (LER MEDS, FRNA sacl 


する も の で は ある まい 。 
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eRe oi: #4 230 
第 s 
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= 


依 て 此 際 考慮 し 得る 最も 可能 な 原因 は , TG EEO RAE IC LZIOTC 
あら う 。 本 宮 験 の 條 件 下 に 於 ける 溶液 中 の イオ ン は , 添 加 し た KC] の 解離 
Ck DAL Ze K+, CI, ARO fH ME IC kB Ht, COs, 水 の 少 量 の 解離 に 
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4% Ht, OH- 等 で あつ て K+ 及び C7 以外 は 大渡 度 は 基 だ 低い の と 
思 は れる 。 

今日 迄 に 行 は れ z を 研究 結果 に 従 へ ば , ASTER IC OR L 7c ne BORK 
な も の は , HAKICH LA ICHET 3 BMIGICHET DIME C H 3 2S, 28 
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a x OE 
TV. 
方 鉛 Bie (100) 
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min. 
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CRERICNT 458 COUKO 2 ESSE EBA ZL, WOT HAS 
RENCE» MICH T 8 ACD BDF told Wa Che ods, AABOK 
RCL, EALEICHT 3 BE (tA BORE OBB Ob, ERBETS 


第 8 & 
mv 
a 
0.7F 
“| 
ost 


ON 


al 001 i 7 010 100 | conc, 
: o ® RH way 


© 
o % FR BR (210) 


EME SHO 4 FY ORBAN ECS 5, SE EB REX ESF 2 Ic, 
KOBBIEA SIS, Bd 
C-SI E LL 2EO MEINE LIC RD = MIDS 2 HE, 
T+ GRERIUG :— 75 SV EAGIC BS LAR BITE C BO fe OAK ICH by, 


ae 235 ne £ RM X 本 208(29) 


—ODREKIL LK T Hie 3 EN GIT SEO 
2. FSP GR MICH LIERS fle £0, We DAnRNIC Ae 
電極 電位 に 近く も の 
3. PERS hY MICH LIER S Hed, MEH ICME BE 
化し な いも の 
鞭 鐵 奏 に 就 て 示さ れる 様 に , 面 が 異 れ ば 電位 - 時 間 曲 線 に 差違 の ある 事 。 
ACHEERICHS T Ik, TEVA OI © TE fh EARNS LO TIRE 
Bi, LLAMA BIO LOLS BSMRS. HOT hREMNOEST 
ZHIL, WGOUBOR SG EBA GAL, SANT, HEMI % OAS, 時 間 
LIEIC TOME BS OL, WADA L CH SS CH DARIN b 
OABHEGIC LSBMLE MS BVO ld, WHE DHD FP ORIC JER 
Citi LAREN So 
結 品 は イオン や 原子 の 規則 正しい 配列 か ら 成り 立つ て 居る も の で ある か 
D MIE OIBRASTH OVA F ALIN IC HARP b Zi x Hit iw C, VEMIC HY LEE 
CHE OMAR: SN THES. KICAHMICR SAIN, , 1 avR 
着 と 思 殿 すら る ! 欄 な 場合 に は , MIBOIWS K (AHIC LO CBSO ALA © 
な を し て 居る で あら 5, HO TCHMINMZS, 一 種 の 原子 の みか を 裸 出 する 場合 と 
ー 竹 の 原 子 を 同時 に 裸 出 する 場合 や , 原子 問 距離 が , 被 吸着 物 拭 結 古 の そ 和 
ょ と 近似 する 場合 等 に 於 て は , 吸着 の 上 に 何等 か の 特色 が 存する 様 に 選 は れ 
ZB, ULBAw b, KERORRE IE Ob Lem TBD 2S, ABRICHET 
IL, TRATED § BDL, RBG ICATAMED Hie CET OES 
WA DO7e. PPO, DEWEY c Baan Sh pe £ O MEF RIES, 或 は イ 
A VERS LTA OBEIC よる の で は な いか と 思 は れる が , HMO 
園 を 出 で な い 。 
gio oni form に ょ つて 自由 ェ ネ ルギー を 異 に し , MICH 3 Hit lc 
ODD BMIAE * OMIT LV BOS NS CHOC, 溶液 か ら 結 曲 が 
ES SYA LO OTTIC LOC MBE ZEEE AY % OK, WMO 


AVY? 
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提 吸 着 に 原因 する 事 が 確 め られ て 居る 。 今 本 質 験 の 結果 に ょ る と , GAHRTE | 
の 臣 化 加里 水溶液 中 で は , 黄 鐵 貴 の (roo) の 面 は , (IIT) ゃ (210) の 面 より | 
高い 電位 を 有 し , (210) の 面 は 三 者 の 中 最低 の 電位 を 示す 。 従 つて か ひる | 
水溶 液 中 で は (210) は 最も 安定 で , (100) AAPRGHECH SICK S. MIC 
着 し 様 な 條 件 下 で 黄 鐵 忠 の 品 出 が 行 は れる 場合 を 優 定 す れ ば , HTS | 
結晶 は 五角 十 二 面 棋 が 優位 を 占 む ひる で あら う 。 此 様 に し て 天然 に 黄 鐵 中 が | 
卓上 出す る の と 同様 な 條 件 を 再現 し , OUR IE FC eh © Bet Aa We 
定 し た な ら ば , 其 共 現 は る 可 き 上 品 癖 を 知る 事 が 出來, 叉 反 土 に 品 癖 に よ ょ つて 
生成 常時 の 溶液 の 性 質 を 推 知 する 事 が 出来 る で あら う 。 

本 宮 験 結果 に ょ つて 明か な 様 に , 電解 質 EMRE S RVR IC as Beli 
する 場合 に は , 夫々 媒 つ た 或 電 康 を 生じ , これ を 短絡 すれ ば 電流 が 流れ る の 
で あぁ る か ら , MN SHR + 隊 現 鉛 足 と の 接 鍋 部 の 裂け 目 に 此 様 な 溶液 が 
BATHE, 微弱 年 ら 電流 が 流れ る で あら う 。 此 電流 は 雨 物質 の 吸着 能力 
DEL, APYBROBEEHALIGL TSAR, PSICHT SRk 
む で あら う 。 WLAMRICI Td, 溶液 の 移動 に より 下 様 な 平衡 は 破れ 用 
CHS, Fi LINE NO Bekoih ICHRORG BRMABS 0, CHT 
\ PHERDE AS HIMOVERIC BET SEER BAICIL, 前 記 の 微弱 電流 は 一 方 の 
液 に 詩 し て 化 四 的 作用 を 及 攻 さ な い と る も 限ら な い 。 勿 論 通 常 の 物質 の 分 解 | 
電 康 と は 比較 に と ならない 低い 電位 差 で あり , 抵抗 の 大 な る 事 も あつ て 弱い 
電流 で も ある か ら , 殆 ど 計 敷 に 入ら な い 程 度 の も の で あら うけ れ ど る も , 電 流 
が 流 る ヽ 以上 は , BLED BRIS LBABNZOCH SDB, 上記 の 
ERTS BAT ULD HOFED , 地質 界 的 に 長く 上 且 廣 い , 時 間 的 万 友 は 座間 的 な 積分 」 
は , 地質 看 的 に も 風化 作用 其他 に 開 し , 或 意義 を 有する も の で は ある まい か 
台 選 は 4 

ANE ERIC EC, TE BEANE fir IC RE FT BE En AIRE ASHE LC) 
S¢, AREOKERSICHOKRW EE BAZ Ol, 石黒 電極 の 溶液 濃度 に 
tS BEALS CORA CABO Me b MLNS, 鶴 ろ 臨 化 加里 が 負 吸 
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着 を する 物質 で ある 事 が その 主因 で は ある まい か 。 

本 寅 験 に は 笑 多 数 の 問題 や 改善 すべ き 昧 が 合 ま れ て 居る の で , 種々 の 不 
備 を 潤 炊 除去 し レ つ 測定 を 進め 鹿 い 心 算 で ある が , WIC MED HE ETO 
て 諸 皿 の 御 叱 正 を 仰ぎ 度 い と 思ふ も の で ある 。 

終り に 際 み , 宙 津 先 生 よ り 辱 うし た る か ね て より の 御 助 言 と , 本 箕 御 校閲 
の 御 好 意 を 深謝 し , 且 本 質 験 の 施行 に 営 つ て その 測定 装置 に つき , 長友 , 水 
HBG, HONS BL, 後藤 満 三 氏 より BATE SABRE NG D Ble DAE EER 
すら れ た る と , 小 野寺 騰 一 君 の 努力 に 負 ふ 所 多大 な る 事 を 特記 し て , TRIED 
謝意 を 表す 次 第 で ある 。 


朝鮮 下 安 北道 圭 山 郡 檎 洞 産 微 斜 長石 の 互 品 


On large microcline crystals from Kado, Heian-nando, Korea 


gy BR +: GORE 正 (Masao Isibasi) 
maBRt k 光 (Hikaru Otu) 


MEME O— A (Aa) DSH SEAL TSE LU BCE BSE > AWE IC 
麻 の 調 査 を 行 つ た 際 に , WHRAO Hie ZWARMET So EDA 70 次 
"に 本 長石 に 開 す る 研究 の 結果 の 概要 を 報告 し , EME MULE EAR 
第 で ある 。 . 

義 表 に 営 り , 野外 に 於 て 種々 PEA % Wald 7e ACW ERE. @ EES WAS 
ss) SAC BE (CE IL TED ow PT 各位, SESE A SS alk 
Felt FAIS & OF PEE BRITT ¢ 感謝 の 意 を 表す る 。 

航 園 に 産 す る 此 種 の 長石 に 開 し て は , BE SE ORR A OTE at ED ee 
する 正 長 石 の 互 品 就き , Jt Sas AR FES AO HEA BAR O A ERAS SE 
ANTH2ZY, WES IWOA END BE AIRE ART Mn A, EDS Pia 


S| 


1) AY 4, A HH: BRBRRAROERA, 2H , 24 (1939), pp. 185~200. 
AKT 3, WAR TE: BR BRBABOIERA, ih EL, 46 (1939), pp. 293 ~294. 


= 
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BEE hid Ar LEE eT OBE & LD COAM BR AICHE Tk, Bx 
WHE SA7CLT ACH SZ, QA MORK Hb IC RES TILES ICH ERS 
Js HUE JAAS JAS Mee (ih FH BALCH SILT BS), 
= Hk 
TPE AE ABR & Ho LS RA Hob IC A RTE a 
ICIBS 22K OREAME iT AY PRE LC ab S (HSA, HAMAS), 
ASE A- BLO Hi ih AAO WS AEA LL, 叉 屋 々 シュ リー レン 
を 含有 し て 居り , 一 種 の 混成 岩 で あぁ る と EBBMHSNS, MEUTKBHIC 
KRABCRAOBKERMIMS HAE SiN CHS, BO PRABIC IS 
店 曲 の 大 な る も の が 多く , ABBICKSICHODLRSEMEBTS, IL 
SEOBEMM ILO b (010) i t AAO ABER £ DUE * 一 致し て 配列 し て ゐる 
CELEBS, RELAY Aa Xb BEREL 7c HHA, PAICS < HALL 
て ゐる も の で , 容易 に 比較 的 結 品 面 の 保存 の 良い も の を 多 敷 に 控 集 する と 
と が 出來 る 。 
形 ak 
fants AILS ie L, CORB 2~8 MS OD, KRASIC LT, その 
AIM ILAHE CH SB, 肉眼 に て 角 関 石 , BERET ZC LDBMHSHN 
る (Hal, 第 八 岡 )。 
上 記 の 如く 結 卓 面 は , 何れ も 粗 六 で あぁ る た あめ に 精確 な 測定 に は 適さ な い 


1) Fukuchi, N.: Mineralogy of Chosen (Korea). Wada’s Beitr. Min. Japan, 
Nr so (LOtS) eee 213: 
IMR BS: HR ER OREM GE O HAM, th A, 22 (1915), pp. 407~408. 
中 村 新 太郎 : GYRE AEE BRAS MEE, Hh FL, 25 (1918), pp. 97~100. 
PRIA AK, BM, PME (1923), pp. 52~56. 
2) 片山 信夫 : AAR ZR, BS 1 4 (1935), pp. 165~166. 
片山 信夫 : ALAR ZEH, ME 2% (1937), p. 103. 
PRAT ; ASHER, HS 228 (1938), pp. 261~272. 
3) AEP IG ALG : FVM ELI, 95 15 HE (1933), p. 3. 
4) AS es 1k ARES US BEG O AL STBE DUE Ht A Ob eS, ABS & EEE 


統 と され た が , 今回 の 調査 の 結果 , ROBE AR OBRIE TEL > SH ES 
ある と 認め らち れ た 。 
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708 HA REAR AE itd Hr Win Ae AR ( SRN He BS SU, EE BAS a) 


1 HD EAR AE bi HWS (48 Wa FE) 
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DS, (IC PEMGMUG RE IC KD, Habe ATR LD 炊 の 結 曲 面 を 決定 し 得 た 。 
b (010) c (001) m(1IO) y (201) 
電卓 は その 敷 が 條 り 多 く な い 。b (oo) 面 及び < (oor) 面 が 特に 閉 しく 
溢 達 し , a- 軸 の 方 向 に 延び た 柱 欺 結 品 を な し て ゐる (ABTA) 0 
第 参 第 四 KG MOH GIL DW A 
A-— FM ei LC HS 
が (5 Fill Me 57s el), Hide 


IC DUM AN— F KRONA 


JUD MAret ic ko HU 
mad S (第 四 彫 )。 双 上 語 を 
な す 結 品 54 個 に 就き , FEO 
4H Pui ICIB ASK SOLEX 
RD Feo FR LEPIE ORR IC 
営 つ て は , Wiss ihe OR 
好 な も の を 和 捨 ふ 結果 と な 
D, 叉 控 集 し た 個 敷 も 少 い 
OC, Le RY SICK 
で な い が , KIO ti in) & eH 

EN GT € 
の 結果 ;~a- 軸 に 海 へ る 長 さ 
ICS SB b-HhICHBAS RA Obici * —5EC, HOLME 5.5:3 CH So 
CoH IC IBA SES ICH L THO MMNICIA SERED ET HSB, CH 
ICUBAZB$ES (AEC MO th (a- 軸 或 は b- 軸 ) に 洗 へ る 長 ま さよ りゃ も 長い 開 係 
を 保つ て ゐる 。 印 ち 双 上 品 を な す 結 品 で は c- 軸 に 長く , b (oro) Te IC hE CS 
ある 。 

上 述 の 如く , 結 品 は 比較 的 簡単 な 結晶 面 の 組合 せよ りな り , 単品 は a-thh 
(CHEV 7c DUPSEENKHE CH YD MANES ¢ Dr AN— FBC, b (oro) 面 
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BE, D KIC EBD b BP SER fe D RA UD BE © Rs IAL 
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(Chin CH Zo ITER Te IEE OF HA AU FE IC BEE fh a 79 EAE bed DC 
MBA BBE E LOCO MM NRA OPEC -ELT HS”, 
A ft tno BB 
DUM AN ERG Te THEMIC HES, c (001) MIC EARIBH ZED, 
EAL % BABE FICHE T SRSA Oi PRED cb WIRE IC HB 6 AV, A 
PMR Sol ob 構造 を 示す BRAN Ob A CHOATE AHA SAL 
る (FSI), Sol PAE CT BS ARO USER Te, BR 
長石 の m (zro) MICPAMMe RUTH S, SK PERB LBA 
OA ele 7 47 ik ize Cillke Lehi RiKoOM< CHS, 
DEH > “ov b 7G = 85 : 15 

DARA DICBNTEER % (100) Tif, (O10) 面 及び (100) MHIC IE % AEF TBE 
Jy Ea & VEO REREBESE IC LD WWE DL, TAR ILA BEE FA Oo BBSP IT HEV 
EAN OT WE SE 

X' A (00r) S5hdwh—=+5°~9° (010) 面 上 

X’ (A (010) S¥hAph—=+15°~16° (oor) 面 上 

(—) 2 V=80°~88° 

M=1.521 B=1.524 y=1.526 y-x=0.005+.001 

Benet > FY ACB IC Wk GB AS SA iF ERE ASE MD dL (SS/\GSENR) fad 
[100] (CEL FRUIT CULO ABBIC % Bide Tr AREAS 2B 5 ILS. 
a AO PCRAPMEEIL SHAY 2 faae Ree 打 凍 
な つて の ゐる 。 任 意 の 一 潤 片 で 槍 し た 開 係 を 第 九 彫 に 模式 的 に 示し た 。 各 崎 
DFAS O BAR IL BRO IM ( CHS. 
BD SHAK CeatF > FERNS LEAR ES FO TEM A LPL ATH YO, PARIEIC 
中 心 よ り 周 終 へ 移る に 従 つ て その 値 は 大 と な る 。 RLAROWKRABOH 
還 角 の 値 は や ゃ 低い 。 


1) Wrilfarc, PRA, BT 
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第 SF R 
WOR 色 瑞 me 2K fF 
ie AP DE C=) aw A tis AE HE (RN 

1 age) 86° 2 87° 
3 88° 4 87° 

5 88° 6 83° 

7 87° 8 83° 

9 _ 85° 10 80° 
11 (Ft te tis) 85° 


又 本 結 品 中 に は , GE, RHE, FASE RE, RRVE A, WE, RAR AG, AAR REAE DS 
WHSNTHS, CRMPARAIR DSH ChHS, PAS REE 
第 oh OU BOK A ei C 

e Be (LOR LG L 
. Cha, RHA 
Pe i: - AsNNIC HE aN (第 
八 剛 参照 ), 共 の (oro) 
im © ik RAO 
(010) 面 , (oor) 面 , 
(1I 


_ 
48 AE ERE BO SOMERS & Jef 0) 面 及び (207) ti 
PEB(LE OB RERT ICFTSETHSY 


の の 外 , BLE AE (010) tL BREADS V7) vy BUMTIC PIT SET BD 
る も の が 少く な い 。 

AV Bea B LTC RHEA DO BE An 10~25% で ある 。 規 則 正 し く 配 列 し 
li] — BAS ICD ZB RHEAD MAP LG % li — KAP CH SAS, KAWBOMIC IE 
AIL TG OD RAP BELL D_F (CAME BAR & SULT SC ASHI O 7c. BU 
FE — WE IC 3 VSR AS IML IG WK LC da 3 HERE OK OBE 
(EKOMNS CHSo 

(x) 中 心 部 An 20%, (2) 中 問 部 An 10%, (3) IRR An 15 % 
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五 
a 


結 

FACED E fis Hy Bias 2 ee PG (CF A Te Bi > AE BEE IT HE BTL, 木 

FAROWEA IR O ARO TERA OB ih ice FCO BEHAY MY T.L. 

Watson 氏 の 北米 Georgia OHENKTE RA HOE PIC RAT 2fRRE IC k DA 

FESO % D> ABARTH LIS. BLA ILILOPEA CREO AA 

一 部 を 捕獲 同化 し , 一 種 の 混成 岩 と し て , rita nek & & SL IIRRIC, BE 

卓 の 一 方 向 の 配列 と な り , 更に CORMAN Ac LOTC#HL VSB 

KOT S 5 TALLER BOA EVE SOF SH, TAT AS 47> — ERAS 

球 片 太 岩 と な る ろ と と 等 より 示さ れ て ゐる 。 依 つて 本 岩 を 班 其 花 韻 岩 と せ ず 
LC BER TENA WEE & te Lee Cb ZB (ALATA LT SWE BC) 


on 


ins eS REWERARUREORLENRO EK (1) 


Mode of occurrence of fluorite and some zinc sulphide 
minerals in the Tomiyasu gold mine (I) 


PARR: YE Bt BS Ze BS (Manjiro Watanabe) 


ABSTRACT. The gold veins of the Tomiyasu mine traverse granodiorite 
and basaltic tuffs and flows. They consist of crustified layers of quartz 
and some amounts of zincblende, galena, chalcopyrite and pyrite. The 
structure of the veins and their influence on the basaltic flows show that 
the veins have an epi-thermal origin. It is worthy of notice that fluorite 
occurs in the veins rather abundantly and that the zinc-sulphide minerals 
in the same veins occur in three different forms, namely, honey-coloured 
irregular grains, dark brown prisms and some fibrous aggregates. The 
last two types belong to the last stage of vein formation. The prismatic 
variety is zincblende, which is surrounded by forms {111}, {111} and {110}. 
and elongates in a direction parallel to an edge between {111} and {111}, 
It is quite different from the prismatic zincblende from the Asio mine, 
which elongates, as a result of repeated twinning, perpendicular to (111), 
or from that of the Ohmori mine, which is believed to be a paramorphic 
pseudomorph of zincblende after wurtzite. The fibrous variety is aniso- 
tropic and may be regarded as wurtzite. 


1) ANT MBSR, HAR TS , BT EH. 
2) T.L. Watson: The Granite of Georgia. U.S. Geol. Surv. Bull. 426, 
(1910), pp. 211~266. 
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1 緒 言 5 Bib eee D Beh 
2 地形 及 地 質 6 FEARS mig oi 
3 PRK ORE 7 BL HETR RES A OR 
4 HAO PEM 8 要 約 
1 & 言 


富 保 金 山 は 軍 島 市 の 東北 約 8 将 , 同 懸 信 夫 郡 岡山 村 及 び 鎌 田村 と , 伊達 郡 
富 成 村 及 び 上 保原 村 の 境 に 在り , SEB EMAILS VEO HICH < 5 
康 は 本 地方 の 基底 を 成す 花 賠 関 線 岩 及び それ を 不 整 合 に 被 枚 する 玄武 岩 , 
同 角 配 問 座 岩 等 を ほ で 南北 に 綱 ぬ く 敷 係 の 確 碑 より 成り その うち 特に 重 
要 な る は 事務 所 の 附近 の 敷 條 な り 。 

本 礁 床 は 昭和 4 AE RS EEC OBESE IC ERD , 一 時 盛ん に 探 掘 製 錬 せ られ た 
る る も, 昭和 14 PARK KIC kD CHL, 同年 7 RSC Gn Sih > FIC Bb 
L, 再び 控 掘 を 開始 を られ た る る ゃ も, 下部 の 状況 良好 な ら ず , 木 年 4 ABICE 
DAK RES ICM Yo PRILE B , HED BIL TILT KODE L, 
LEMET IC TOAKMA AMMO RS MRICS FNER, その 一 部 
Bric SAGE ARIS Os, BELA AO WTAE AK HESIOD 180 SABRI BR 


(ES 


Sef 


ERO NR TD ERKO % OSE, WO BI LMS PEL, 特筆 に 値する も の 
あり 。 依 て 筆者 は 去る 6 FAME e Ob, それ ら 敷 種 の 標本 を 得 , 観 
窒 の 結果 を 記載 する こと と せり 。 

本 調査 中 宮 保 鐘 山 職員 多々 良 郭 , 埼 正 雨 氏 は 種々 の 便宜 を 興 へ られ た 


金 奏 脈 と は 趣 を 異 に す 。 加 ふる に , MALE GMD I, AMERKO $0, 


り 。 夏 に 記し て 謝意 を 表す 。 
ih 7% & ih B 
SEA ILI FEED YORRIC HEL, その 東方 より AE WRIT fa TE EBARIC 


突出 し た る 丘陵 橋 に 局 し , SAB th YAK TOO 7K Jy FE 200 78, 沖積 面 上 概ね 
50 米 乃 至 米 15o に 達する に 過ぎ ず , COV HILAL IK TOE EB, PY fee dk 
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PN WRI. BRT LT, WRIT PBK Be LL, Hei as 2 HBS EER & eA 
する 場合 あり , AMEE OAK DEFECT SPICES ZAWOMM 
x, cONREIC CHD REPRE EHH D, 

と れ ら の 兵 陵 を 構成 する は , HELUCEMANRAL, その 上 に 位 す る 頁 


At BORA, 敷 種 の 火 出 岩 等 に し て (Ayelet), 4056 OK E 記せ ば 次 
bn Le | 


Teg GIN (Doden), 月 輸 , SMO BO Fab, ea 
OSA av ICHRIH L, BHSEIC IN BS RET OA OAK TY, 

本 岩石 が 角山 の 頂上 附近 に 於 て 造 か に 高位 に 填 出 する は , 前 記 の 地形 並 
に 後記 の 断層 の 考察 と 共に , 地 塊 化 に よる 本 丘陵 の 隆起 に よる を 示す べし 。 

本 岩 は 概ね 烈 し く 風 化し , 表面 砂 状 を 時 すれ どる ゃ も, 富 保 金山 境 内 等 に 稀 に 
MRS LOLET, ZEAMMNIC MAT Sic, HRESEIKIC LD CUS RES 
及び 淡紅 色 の 2 FIDL & EAR BALD BDI, 黒雲 母 の や ヽ 小 な 
る 鱗片 と , 角 関 石 の 分 解 物 と 推定 せら る ろ る! RECHMEEIKOAE] EO RED, 
鏡 下 に 観察 すす 選ば, TOMBVYORIRA, EE OWE FERS.7 LHOM 
Lo. AO 5 SETTRE A BOR AILS a ih 8 IC BB ie 2 BLE IC BL, 
SHE OIA TBI? © 65D, VER CORD LA FAG THR TE TRG 
CC, NL bh GRRE IRV ABEL IC EAE BE Ic LC, RRERELED 
Wik 7 Le RSS LG HS BSE SD BELPER L, FABIA IE tO ABBY 
RICA DARE ESE, Fe 8 ROA ONMICE ) FRAMERS AP: 
aAT KIBET. 

4A LARPS ICIS Ck, A HO RSE RED & 704M LL, ILA ROME 
BEER (CBAC AIRC DARREL AT ZICES, DX SYR, 長石 
比較 的 新 解 に し て , 特に アル カリ 長石 に は , FRA ES LE GEIB 
BORO ARIA BT IC LO THAI 6 S 


> 
zl 


1) 宮澤 南方 水路 切 取 面 等 を 13 1c, RACMBMMICA V CHAZ SLOICLT, 
それ ぞ れ 多少 その 岩 質 を 異 た すれ ど , COCR D OKO CORB, . 
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a= te 
Se + ex 
Stent + = + + ES 
NE 


Gi 


+ 


eee 
SOR 


mae = RE eee SRT TERIA 
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BEROBRE ACWOMBICH TC, MIOTEMIN Be RAT Sk, 
RTE & EOE ORAS LOEB IC LT, 本 金山 と 阿 良 
久間 の 路傍 , SUS RHMOKE, zw paeic k <M L, 阿 良 久 
HEALY A FEL, ACURA LY SCALA ICC, HAD IC TERS PIC BT HNE, 
OBES ARBNIC LT, ZEIRS BAYER DSS. 

ASI EAE KG IC ERA 3 JZ et EL, FRR Kiko OO 
は , ESBS ICHMT. THE OPEL S b OI MEOWICKRABR 
Hat D fa BM, 色彩 の 非 均質 性 療 る し 。 之 を 鏡 下 に 栓 する に , 角 春の 大 
部 分 は 玄武 岩 質 構造 の 石 其 に , RE BONED EBD SS R~ORSE 
の , E£71LBS OPPS b OCT, Kits sx 2 KBAR AO 
BMITtEBO645 4, PICKARORRAL, RRR eOKE EAL, 安 
WABI tBOES°S%EORH), EFeTHMOMPMIC IL, 褐色 非 品 質 の 盟 
Kye, 多量 の 方 解 石 と を 含み , 水底 に 於 ける それ ら の 堆積 を 推定 せ し む 。 
{LAER Z CBLES ME Db UBOR LRA LOXKSE, 

以上 の 外 , AWA b, ei P78 Pa pe) I, SAE AS IC Uk, PET BE 
Be HC IL RIC LC, ASAI as E FOIL TE OBER ICHIF SADOD 
Do Carb tema 4 EYL & WA BIC HED, その 性 質 を 確か め 難 きも , そ 
の 位置 常に 前 記 の 花 賠 関 終 岩 の 直ぐ 上 に 位 し , 前 記 の 敢 放 岩 及 び 角 耐 居 放 
Ae COME ICT ZO ABR BEH, 道 田北 方 山頂 に て は 明か に 角 春 性 の 
UBD & LAM S KO MAAS Hk o AO, 堆積 岩 た る を 明か に し , 
COMICHR I 2 RIAA FESS KSA KOS BimICI cd, lex S46 WARE 
の 府 片 混在 し , それ ら の 交互 に 重 な れ る を 暗示 す 。 上 且つ その 何れ の 部 分 に 
RC, BECOME SES, 風化 の 程度 烈 し か らち ざる 部 分 に 於 て は , 
TE % SR HS CLBEM (GRE ISBELL, THLE HM MOURH ARKO 
PICS Soe cHesee Lr. (AL MINOW bom. , SRERO_bK 
に 位 す る も の に 於 て は , HE MIO ASDC DAL, F OHH lt — AL 
BALE ARE V , 
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BRERORBGERS 前 記 の 角 春 尼 放 岩の上 を 被 ひ , また それ ら を 鉄 く 

部 分 に て は , 直接 花 賠 関 継 岩 を 被覆 し て , 本 地域 内 に 最も 廣 く 志 出 する は , 

通常 烈 し く 分 解 し , 竣 終 公 乃至 紫 褐 色 夷 区 を 呈す る 火山 岩 に て , 本 金山 の 東 
AGM © PFE IC ES SSPE A ES SEIS 於 て は , BT FRE ACY 
その 間 に 挟 み , 敷 次 の 噴出 に か まい る こと と を 示せ どる も, 概ね 綴 展 な ろ る 山腹 に 不 
FP ICHENY L, CAL 6 OFM eWieIC LHEL. HO CORKMLS WOK 
ICED CHAS &§ 7eH, WHI Wie, STAICHS Ch BE ob © & THE 
し 。 そ の 比較 的 新鮮 な る は , WIFE WEAR OYE, WHA BEE IC Ih 
部 的 に 規 出 し 。, WEB O nk ERTL Ol LTC, HOAs TL D 
移す る も の に 過ぎ ず 。 

今 例 と し て 前 記 許 水池 東 周 の も の を 検 鏡 す る に , IRIE EL UCHR FAK 
DBE Bath & RA OGL, BPO Hs BOR LE bb, Kal 

VAT AT D ABLE AR LL DEA IE-E e LOCH, RHE AT OLE Ba © BEA 
に て , BE KEE & iD 6 Ho 

ANIL OLOEZICMTINE &, FHEAKOHM A OBITS LG BK 
KEG OBER It LIC CORE MSALE %, BIC PER L< IML, FO INEM 
Big eZ OT MEAL ER ONE L, BIL TT EAT A ORRIE A BO POETIC BEL , それ 
ら の 問 の 中 心 部 も , 方 解 石 ま た は 稀 に 右 英 の 集合 に 畠 化 せり 。 石 基 は 比較 
的 新鮮 な れ ど ゃ も, これ まな た 講 所 に 方 解 右 の 細 粒 を 生じ , 破 面 に 冷 忠 酸 を 注 げ 
ば 至る 所 に 泡 沸 す 。 

本 金山 の 北方 近 き 熊野 電 内 の も の 如き は , — BEE EVEL, 肉 限 的 
Ctp LAKES EABO, M*O MMR IC ade, COP ABS I 
(propylite) (CHIT, 2 EBERICHRT BIT, FIED WRT RR DE AE 
MEAS (CBE, GIFTS IC TIE AL, BET OB IC IEA & Fea Ay E Abii 
KeIEAG, TRAE D ETT ICBEL , BHE TIE F OVUBIC BRO TIE A PE 
ZH, BUGS IC TOs T Hilde & SKN RA? OER A FICC YD, 

= MPL OGA LIE © HO M(LOreot SL kV Ik, BURA ORG L 
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見 る を 可 と すべ く , Bice ET NE, AGE KY , ERE WOE 
To AMOI ATEe & HO LOIS, CLOHBS LAPMICLT, TO 
種 の 部 分 は また 石英 粗 面 岩 の 分 解 物 と 遍 別 し 難し 。 

HRAZMHS 以上 に 反し て 上 眞 に 石英 粗 面 岩 質 と BENZ, 本 金山 の 
南方 上 ル そ 2 FIC HET S 203 米 高 地 の 頂 上 を 占 む る も の に て , 概ね 明か な る 
流 理 を 示し, 淡紅 紫色 弧 密 に し て , 石英 の 班 品 に 富む 部 分 と , 白色 多孔 質 の 


部 分 と が , 流 理 に 溢 ひ て 交互 に 配列 する を 常 と す 。 乏 を 薄 片 と て し 検 鏡 す 
第 A 


203 高地 の ABM? (L) & Kate (B) WAPI (b) TE 
(s) JE miARS (GC) LOR RERD IE Bia, hasta Aw sk vy, 
Plt RAL LUE kK VHS LO, F laHle 


SIC, WA ILER RTT O GE & MEIC SDR ORHEGKO BERL OBE, 
と より 成り , RAL AO vy AAR TOMB L D FETE A BRE 
ADR HE ED ALD 9 RRICHR AIC HED 2 It, その 分 解せ る 山頂 の 砂 に , 
(I) MECHA, (2) PLC DAVE EN, (3) 赤色 不透明 な る 三種 の 石英 
を 見 る と と に し て , そ の 成因 は 特別 の 研究 に 値 す べ し 。 

203 高地 に 於 ける 本 岩 と , その 周 國 の 岩石 と の 開 係 を 見 る に , ARO 
頂上 部 を 占め , SOPH WULF IC ATE fd PORE, 東北 山腹 に は 玄武 岩 質 角 
FREAK As DASE & BRI L, ASE DS ENB OD HG LR Lie Oak 
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す 。 然 れ ど も , TIL G OILILIBNY AEC LC HLM Lie ( , BRIE LEC 
ら る 可能 性 も 考 へ 得 べ く , 本 岩 と 玄武 岩 と の 噴出 順序 は 確定 し 難し 。 

また 本 高地 の 西北 入 VRPT ICES % KER a IC Ik, RD A) vok 
Ir XD Wk SAMBA, TEM RR eR T SUS OD, —DL PE GEHE RE > Bl 
WEB, RPL EO RMIT PAATES, 30° A Fbvo tel FR L, WARE TS Bt 
ic bb CH vad, BUYER LDL HEIRS, LOS BE CNEN EDR 
HOG, BO DK Mee IC LLY LAUT FICK SRD Ale 2 ie 
PSLRELTNED, CORMAR— aMBIChS Ss Fe, THERE 
確 言 を 許さ ず 。 

層 序 並 に 断層 以上 の 如く , 石 英 粗 面 岩 と 玄武 府 と の 中 出 順 序 は 未だ 充分 
Wein) EAELMER YL, 前 記 に より て 候 に 前 者 を 後者 の 後 の 噴出 物 と 考 ふ 
れ ば , 本 地域 内 各 岩 石 の 被覆 順序 は 下 よ り 順 に 次 の 如 し 。 

) WSS TE ia Ake 
) BR eee D bh 


(I 

: 

(3) fae ACH & AB LT Slt 往々 烈 し く 分 解 し , 石英 粗 面 岩 
WAT 

(4 


Lik CORBA AAO UE ICHAT 


) va Pitta BBS 
(5) BHEREALII  e ORE YD 
但し この うち (2) OPIS MIC CT, (3) 又は (4) OW HE (1) ERAT 


る 場合 あり , (5) も また 一 部 は (4) を 被 ひ , 一 部 は 直接 (rz) を 被 ふ も の と 認 
HHA, それ ら の 開 係 は 前 掲 第 堆 賠 に より 明か な る べし 。 

WLC, 7M SAKE N 60°?W OMIT, NNS の 方 向 に Io へ ~30 
繧 任 し , 従 つて 西南 側 ほ ど 下 位 の 岩石 を 示す 理 な れ ど , 元 來 多 少 の 起伏 する 
部 分 に 堆積 せる 結果 , MP LE ZICHIAS, HOSMOE BIC EY , 地 塊 に 
分 れ て 隆起 或 は 沈降 し た る 部 分 ある を以て , それ ら の 開 係 は 更に 一 居 複 雑 
ER 

ZA CERI A HARRE Te S Uk, 阿 良 久 北東 端 に 於 ける 新 暫 懸 道 合致 彼 西 側 
の 断崖 に 於 ける も の に て , N20°E (CHASIHA EMA MICO, 西側 の 


° 
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TE RASHES & , HUM aS KS EEL, 東側 の 沈下 し た る を 示せ り 。 こと 
MICH LC EOHGH 500m の 富 保 金山 々 神 電 に 於 て , ほ で 同一 方 向 を 有 
する 西側 落下 の 断層 あり , その 東側 は 同 境 道 より 更に 1om の 高 さ に 於 て 

TVS AE Rd Das RIT ICEL, 西側 に 於 て は そ 羽 以下 約 20m の 岡山 
SePG Ie AVC HSC PVE KTR RAR HL 落差 少く と も 30m, BS < 
は 更に 一 司 大 な る さ し 。 

本 断 属 は 北部 に 於 て その 方 向 を 南北 に 近く 圏 じ , 之 を 更に 北方 に 辿れ ば 
AAW Pama BIC MOA, TALE Fe SOPH kL SC ATU IIB L, HCae fq 
LITA E CEMA ERT. COB TEMP REEL KEE L IH 
CIR SalaFo ME tine Bios £0 it, Hee Bs e—-BewL 
KR oo 

CAL 6 OPAC ETE ICS L, PRU SCAICES TILIE Y PU OBES v, 
また 富 保 金山 の 南方 , 人 既に 逃 べ た る 203m 高地 の 北側 に 於 て は , ほ で 東西 
の 一 線 を 界 に , その 北側 に は 山頂 に 至る まで 全部 花 賠 関 継 岩 , 南側 に 於 て は 
下 底 の 頁岩 , BARAO RIE ED, SO be fyRURAR ES, EBWEE TRY & RE, 
OF AA MM ag IC BSE CORMAT RM L, その 間 の 境界 は 垂直 に 近 


SED 


4 


(,TMER—-OMPICLELMLMHSN, COMMIcClaee Nelms, tH 
行 に , 多 敷 の 南 落 ち 小 断層 が , bABokic BREE A LEMS O , 

と の 外 多 敷 の 南北 或 は 東西 断層 を 推定 せ し む る 部 分 あれ ども, BM OF 
分 な ら ざ る た め , これ を 確認 する こと 能 は ず (PSABM), A KAD 
MNS b, COT LABIC EMA A ORD 0 ICHMOCUSELU ZO ft 
PRERA At AES TALE 7ePUR- HEALD BIS ERE ST AE. PRO IC ea RL 
面 上 の 不 整 合 を 考 へ ざる べから ず 。 (未完 ) 
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6475, HHABBIEKR SHBMOD MH 
久野 A 

SESE D jl) EIR U GEAR D 3c sk ic k S 40 
に 及ぶ 稚 方 輝石 の yp.2V と その 分 散 及 び 
化 掃 成分 を 表示 し) これら の デー タタ に よ 
y り グラ フ を 描き 次 の 結論 を 得 た り 。 府 方 
HE BIR D HBO 5p BIL y=1.725, (一 ) 
2V=51° RU y=1.685, (—) 2 V=87° 
(4c D-H KB L) © 2 (Aric Cc BEE 
L,2V(X に 開 し て ) With #eit En, ls... 
(wt%) に た て 最小 を 示す 。 即ち 同じ 2V 
ALC SL EE BRP IC VL 2 FH Bec, 2V 
rok ULES EH A ETS RL 
Doe DIKREE WEte STL BRE YC 
PED FEBS BEIC FEB IK EY —PREBD 
られ し 所 な る る も, 本 論 六 た に は それ を より 
明確 に 示せ り 。 (Proc. Imp. Acad. 17, 
204~209, 1941) (AAT 
6476. MEBSIchkK ) HiaBAROBA 
石 の 消 光 角 を 測定 する 方 法 Halt, J.G 

dare gs acc (KY PE ah hh A AU IN A 
の 消 光 角 を 測定 する C. Burri の 方 法 
(Schweiz. Min. Petr. Mitt. Vol. 11, 
285, 1931) の 招 介 に し て , そ の 方 法 は 区 
OWL (110) 万 開 を 有する 結 品 を 選び , 
= MAUL X,Y, ZU (110) BY Dd Ta 
DA Ue & REREDE REC T ORD, その 位置 を 
poe 7 ec! 普通 光石 及び 角 陰 
大 に て は 弾性 軸 マ Y は 結 品 軸 b に 一 致す 


yu BAZ 
SAD o 


Bik, Y 及び (110) BG bd Hi Oph & 5h FS 
KIA M bk cz [OOL] EPS c thie —#e FT Hl 
定 正 し けれ ば [001] は X, Z の 大 間 上 に 
1.0, COAME«T [1] t ZL or 
o 4 RDF c 人 Z Mba SIA HAL 
to ATT UE HALE PEO PERT AIT 
より る も 正確 な る 値 を 迅速 に 興 ふ る も の な 
yo (Am. J. Sci. 289, 489~492, 1941) 
CAAI 

6477, 西南 アフ リカ Kleinen Spitz- 
kopje MABZOREARUKRKARM 
Ramdohr, P. 

西南 アフ リカ Kleinen Spitzkopje 地 
方 の マグ マタ イト 中 に 産 す る Beryll 及 
Oz & dk > S Quarz, Orthoklas, Albit, 
Bertrandit, Yttrofluorit (その 分 解 物 な 
る Stiepelmannit), Topas 3£ {th © Hey ic 
つい て 詞 載 し , RO IEA BH OR & rf 
y, Beryll tz Aquamarin 及び Gold- 
beryll なり Y。 (Neues Jahrb. Min. Geol. 
Pal. A. 76, 1~35. 1940) (year) 
6478, Tirol 及び Monte Campione 
EOE RA Baric. L. 

Tiro!m Greiner KU Monte Campione 
7D BE hh AO Sb HA, BIA) DUP aK HK S BI 
定 結果 , 新 に 見 出さ れ た る 結 品 WBIC O 
v> C a L, 測定 結果 より 薬品 石 の 結 品 
WHI eI LZ EBETEO RHO BOLE 
HEE? V, TIME L CRT © Het 
中 の 敷 字 の 誤植 等 を 一 括 し て 表示 せり 。 
(Nenes Jahrb. Min. Geol. Pal. A. 76, 
36~70, 1940) (HEB 
6479, BMIKh S26 08 
T. G., Howell, D. H. 


Kennard 
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BEV ICTS 3 BMD Bt OMKICHT 3 
材料 を 集め それ ら を 相 開 そし め あたり 。 方 
法 及 び 機 構 を 基礎 と し て 旦 色 型式 を 分 類 
LE 4D BBL tt Gil % S| & Cc EM 
Vo 

1 DALAL RSP i KR VIRGE SX SNE 
DVN & IN IK ARS BES EY © BRE IK 
ROCTHT SARA L AMEN LIBEL 
Bich 4 IE CED BATA VG 

BATS BS TLE ICS SB REPEC 
に 依る 色 , 表面 に て の 人 選 提 反射 に 依 つ て 
ASS BIC L, RAI CLE HE, 
HO DT , 選 提 分 散 及 び 屈 折 の 原因 に 依り て 
Foret Do 

FAIRE MELB CRHLECRE 
KAS CHRD BEL DE SNT EA 
aD S FSI BHD WY te AY a2 BE eH 
yo。 (Am. Min. 26, 405~421, 1941) 
(Axe) 

6480, 笑 品 石 族 Winchell, A. N. 

Simpson, E.S. (Rik AED Mg Al,O, 
及び FeCr。O。 間 の 開 係 を 岡 式 的 た 示し , 
本 系 の 弧 て の 部 分 に た 連 貫 的 匂 化 が 存在 し 
得る も の と 考 へ た を た り 。 著者 は 四 成 分 系 
chromite (FeCr,O,) , picrochromite (Mg 
Cr,O,) , hercynite(FeAl,O,) XU spinel 
(MgAl。O』) を 正方 形 岡 た て 示し , 24 個 の 
SB LV GMO Hest LR LO HR 
MY, KX gahnite ZnAl,O,, hercynite 
FeAl,O, 及び spinel MgAl,O, 三成 分 
系 に 於 けり る 比重 並び た 屈折 牽 の BLE 
20 (HORE K UHM VS 更に magne- 
sioferrite MgFe,O,, magnetite FeFe,O, 


及び jacobsite MnFe,O, 三成 分 系 並び 


k franklinite ZnFe,O,, magnetite J 
び jacobsite =Re4r# bh O BAL & 22 
個 の 盗 料 より 求め た を たり 。 此 等 は 何れ も 直 
AY Ic BRIEF, (Am. Min. 26, 422~ 
428, 1941)[ 大 森 ] 

6481, Arkansas, Magnet Cove #X& 
光 方 曹達 石 及 び ハ ツク マン 石 Miser, 
RD Glassy le te 

Magnet Cove Kt 477 82 ADs 
種 が 産出 す 。 そ の 一 は 青色 tSaL PRT 
ARR EORIEEART. MILA Be 
FiO AVIVT YAK UTC, Hate Be 
Pike RIEL RT. 前 者 の 分 析 結 果 は 
SiO, 36.36, Al,O, 32.09, Fe,O, 0.07, 
MnO 0,06, Na,O 24.73, K,0 0.12, H,O 
(<110°C) 0.12, H,O (>110°C) 0.86, 
C16.79, CaCO, 0.50 total 101.70 な VY, 
比重 は G=2.278, APPA ik n=1.483 な 
Vo HK SiO, 36.70, Al,O, 32.01, 
Fe.0, 0.07, Na,O 24.79, K,O 0.17, H,O 
(>110°C) 0.36, Cl 7.00, CaCO, 0.29, 
total 101-39 je LC, G=2.287, n= 
1.487 ty, (Am. Min. 26, 437~445, 
1941) (KE) 

6482, Otavoite と CaCO, OM RAE 
Ramdohr, BR Strunz, A. 

Otavoite は な 1906 46 1c O. Schneider 
に 依り ,ZnCO。 LORBictwHAINKS 
Tiwi: VW, 白色 に し て 眞 珠 光 澤 を 時 し , 
7a ft BAY ICR So (EB RRSP LAB ICE 
LAB REVS ws SY, 615% Co 
(CdCO。 は 65.8% Cd) ESAT SEY 
て , CdCO。 に 近 し 。 筆 者 は X MHRA 
眞 法 に 依り otavoite を CdCO, & sie 
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する に 殆 ん ど 一 致 せ る 結果 を 得 を り Y。 
と の otavoite OF ta Pie MnCO。 と 
CaCO, の 市 間 に あ Vo MnCO。 & CaCO, 
間 に は 限界 な き 類 質 同 像 開 係 が 存在 する 
を 以 て , CdCO。 は CaCO, & RN RIC 
Yo 

Otavoite は 肉眼 的 に CaCO, Kit Zn 
CO。 と 類似 する も , ADTABAS IK BE A F 


YE UBS EDT, 16 WICK LF 5 


%, (Zentralblatt Min. 1941, 97~98) 
(AR) 
6488, Kt VBHORMBMORTF 
線 廻 折 た に よる 研究 ZnCl, 山口 重 人 
芯 類 が その 水深 液 よ り 品 出す る 時 , a 
出 の 初 期 た 於 て 非 品 質物 が 生じ , 間 も な 
CREF BL IC BEI Sb KE ih AL eV, 
DOB MH wr 7 AIC CT HEKL CT 
Mes hiceET, ABI Net method 
LY CHU, 4KP BIE teh VV, 
1 は 約 15°C に て 電子 カメ ラ 中 に て Zn' 1, 
IATL DRE kV TAS EAD 
HIT BEA り 。※X 線 解析 の 結果 と 比較 
し て ZnCl, 結 品 の 品 出 直前 に 於 て ZnC 
OD RE PE, OD RG BB FELT 
1000 A FEBE © Yi Me Hc 4G 75 fir IC ESI L 
て 20~30A の 大 さ の も の に て Goad), 
(100), (210) 及び (210) 面 が と の 段階 に 
CHET, H28H6 #3 30°C に て 小結 
品 の 存在 を 示す も ゃ の を 得 。 第 3 窟 眞 は 第 
4 ike Herc ZnCl, ORTH © FF TE eH 
L, 25 DLO IPE TCI SALE 約 5 
LOBEL CHR SLORV, LH 
の 反射 線 の 格子 問 是 離 と 渡 度 を X 線 廻 折 
wig rh & Hee LT ZnCl。 結晶 な る て こ 


& & MEM 5 75 Ta BE, BRAS URE D Ze 
を 掲げ た り 。 最 後に 本 結晶 の 生成 の 機巧 
に つき 論議 せる る ゃ 議論 中 に 了解 し 苦 む 3 
QE MO, BFMP IC LOCH YH 
Fo B PR ARRER © IGPRE & (21 LE & TB PS 
by (SGI, Tejas Nasib, Liye Chem. 
Res., 88, 382~386. 1941) [高根 〕 
6484, BRAM ICHET 5 co-Bi。O。 の 
結晶 橋 洪 Sillén, L.G. 

1937 年 に 著者 は B。O。 の 各 型 の X 線 
研究 を 行 り 。 そ の 際 BIO, OFLC CT 


考 へ られ た る 如き 府 方 品 に あら ず し て 宣 
殖 上 品 な る と と を 知れ り 。 その 寧 位 格子 は 
B=67°.07’, a=5.83A, b=8.14A, c= 
7.48A KUT, KERIMEG Ht URLS 
Fr Cit 8S Bi,,kAX, tOMF LBA 
TRO eB REA IC Cc Ik a=5.83A, b=8.14A, 
c=13.78A OR AKE + LCM ORB 
DHMERETS EHR V, 1939 Fic 
0.5mm ofe2 EW SK HH th ETERL 
Gh SEW T, AMA Hh 2 US Weissen- 
berg Si LHRY 2k URE ALAR © ROT 
eAT~ VY, ZR Coon な V, Patter- 
son 法 に よる フー リー 解析 の 結果 決定 さ 
れ た る 原子 位置 は , 弧 て の 原子 が 4(e) BB 


ち 土 (xyz), ギ (x, す 一 y, も 十 z) に あり 。 
AO MPS LIL HIG MW LC ORR DE 
x y Z 
Bi, 4 0.520 0.1875 0.635 
Bi, 4 0.040 0.043 0.225 
O, 4 0.615 0.278 0.316 
O, 4 0.631 0.027 0.113 
O, 4 0.025 0.084 0.460 


4 (x bc THIS ZEF5 Te Fat AR He SE BL 


抄 36(50) = 


ATR 1 Th HR AB ue 


細 256 


chhO AWK Vea, S, Bi-—O,, Og, 
Og HIME It 2.38, 2.49 及び 2.544 te, 

0O イオ ン が 直接 接する O,—Og HME Is 
2.62~2.70A な り 。O。 一 O02, O。 一 0。 は 
3.09A 及び 3.21A OM, 造 か た に 大 な る 
距離 に あり 。 本 構造 に 謀 す る 重大 な る 抗 
議 は 府 面 心 格子 で 正しき 符 方 寧 位 た 取り 


得る 如き 構造 上 の 理由 を 見 出し 得 ざ る こと | 


LKB Vo (Z. 
1941) [高根 〕 


BEBR RUS 


6485, 世界 各地 の 火山 岩 の SiO, CaO 
Na,O+K,O SECRET “FACIE 
著者 の 考案 せ 38 HMALMRAKIK k 
Vt RAM OM, クラ テラ ト ォ ゲ ン 及 
ORE fis IC BBS SO UK A O( LE RSF O 
SiO, —CaO—Na,O0 + K,O}t (BIE) & 
求め 之 を 三角 岡上 に 投影 せり 。 CO=H 
の 火山 内 は 特徴 ある 分 布 玖 態 を 示し , 造 
WFD <I PREM, PF bAP yO 
れ は 中 間 型 , KER O TULL Tr HY HY 
に 悦 す 。 ク ラ ト ォ ゲン の 酸性 岩 類 は SiO, 
HRI BE & FEO 8H (LE を 示せ ど , 造 山 帯 及 
OR BEE ICES CIE SBEEIS Re SOE 


Krist. 108. 274~290, 


WOCRGAT 7 baPy RUKREED | 
それ 等 に 比 し 一 般 た に た よ ょ り 酸性 た に て 石 放 に | 


fa > Vo (博物 雑 , 85, 56~61, 12 14) 
LKA] 


6486, 水 成 岩 中 に 於 ける 硫 物 の 安定 度 | 


Boswell, P. G. H. 


WK DAE OBE Ys AL Ik Hk RE © ALY 」 


物質 の 性 質 , そ の 運搬 の 方 向 等 に 闘 し , 重 
要 な る 示唆 を 奥 ふ 。 COMBED Ha BRC wy BE 


な る は 所 調 “heavy detrital minerals” 
(S.G.>29) KL, 4 ORE HICAG 
る 安定 席 の 問題 は 最も 興味 あり , 上 時 緊要 
な る むせ の は より)。 本 論 医 躍 だ で な Hh Pk, 
酸 , 機 械 的 GER DRED AE & BE IC 
HACK SBC LVR L, HMO 
ERR Te ik FER RBSEIC EY NE LEE ASR BS D> 
り を 得 べ きこ と と に 言及 せり 。, (Nature, 
147, 734~737, 1941) [和信 木 ] 

6487, 東部 Thuringen の Schifer- 
gebirge に 於 ける 含 ニッ ケル - ケ ル ザ ン 
ト 岩 Hundt, R. 

ARs (SEE, BYR HK KE BR 
A= Bemiy 8S lOmMKREPoOH 
Me RF w’O MLC, EMM ZL, 
a eA (ICR A), RT, 少量 の 
普通 光石 及び 角 関 石 な 9 り 。 “Silberloch”’ 
KEG S7AF yy be HK lz 0.088% Bp 
ち 1 ト ン に つき 380g の Ni を 有する こと と 和弥 
Wt), A RICROG SR KBigih 3~5m 
の 岩 脈 を な し , Hikat eC b BE ieee EL 
作用 は 全然 認め らち られ ず 。 (Zeit. Prakt. 
Geol. 49, 58~59, 1941) (AA) 

6488, Mono Lake BRR OMB =*BK 
成 岩 地 質 に 就 て Gilbert C. M. 

カリ フ オ ルル = ア Mon Lake 南東 部 は 
西部 Great Basin Of shh Bic IBS, 
BEEBE IY] © Jk LU AST LAE fitd 2 7D FB is BR IH 
D fe gin TH % BE Othe UTES LHRH AD 
Be TKaIc LC, ZEW, WE DRS, Fae 
EOFS SK IN AEE ICRC BSR yc Hs 
て 特に 著 し き は 地質 構造 た し て 最新 世 中 
期 に 於 て 吹 完 成せ る 断層 に ょ うり 較 まれ た 
る モザ イツ ッ ツク 其 の プロ ョ ロッ ク を 有形 成す 。 紫 


#8 257 ip 


SD ENN L TY a © MGs TE IC HE fil 4 O 
ASEM IC RELS SL LOGS cL * 
2 Y, (Bull. Geol. Soc. Am, 52, 781~ 
815, 1941) [加藤 ] 

6489, BARR OAD, BRACMGE 
Ria O S328 Krumbein W. C, 

At AB © WEY FO WEDK CHS S Fe 
BED WIFE % 7A LL, HE te S TKN E MES Yo 
BETES RR HELA, 魔 減 中 の HB PERT 
の 問 に 存する 開 係 を 老 > ず し て , ==o 
BE Gt DIRK IC OV. CORB SILKE BIK 
ET, BCL ICR LT, LOW, tu 
BRA (COS AERO FF LE RL,LOKRS 
さ の 減少 , roundness 及び sphericity 
並び に 形 の 絆 化 及 び 基 等 の 相互 の 義 係 を 
BE LORD ERO Nh AS Me Hc Bil 
し 論 ぜ り 。 (Jour. Geol. 49, 482~520, 
1941) [加藤 〕 

6490, 西部 演 洲 West Kimberley 地方 
OS HWA#EE Wade, A., Prider, 
1X, Ue 

AHTT OVER AEA O ih tok at eA 
き 後 二 上 晶紀 の KAS SA, RE, Lee e 
れれ た る 火 日 等 を な し て 現 出 す 。 本 岩 類 は 
VOnARBAIKH A, COM (Litalite を 
Br MOMMA SHAICRISKLVLS 
Lg WIC BASEL % DO (ER EHD O Hh 
AICI AT , LEH, wolgidite, fitz- 
royite, cedricite, KU mamilite と 命名 
せり 。 
wolpidite:+-++ ER, magnophorite, 
4 2: BHA, SAL BAU WER Abt 

る 石 基 
fitzroyite… AR? A, & Ek, PALA 


a 抄 8?(51) 


BU BIE 
cedricite--+--- FRR Aa, YER A, BR BEG 
(nontronite 化す ) 及び 石 基 


mamilite--.--- #4, magnophorite, 
PAAR GE 


但し magnophorite と は kkataphorite に 
JAF SBE AL, AKO ig *, FeO 
の 代り に MgO を 有する 角 NACH LA 
FECL YAAK SPAHR VU, A 
WIA (EES Prick IPSN % KO 
に 閉じ で 富 みかみ K,O>AlLO, % STL, 
MgO, TiO, wcmtrck, Na,O “He 
含ま ぬ と と (tr.~0.9%), Al,O, PBL 
wae, BaO, SrO, ZrO。 等 の 比較 的 多 
いこ と と 等 , 畿 多 の 題 著 な る 特徴 を 示す 。 
ノル ん ルム を 討 算 す れ ば Q LAD SEMK BE 
LT PR PED BDL BSS, bow 
性 質 よ り 本 岩 類 は co-magmatic ic LT, 
AOD 38 HE ABEL VIRAL S 
KO に と む 雲 母 概 棋 岩 を 虎 に し て , 之 よ 
0 BRE Ad Hh IN Ras FS EKO, MgO, 
TiO, Kz #, Al,O5, NagO KALB 
orendite #4eL tS, 
IED 5 (EVE XY ASAE AEE LG 
の と 考 へ ちる 。 こ と の 機巧 は 北米 Wyoming 
TAO SH S wyomingite-orendite 
岩 類 に も 適用 さる ゝ も の な り 。 基底 水 成 
岩 に は 石 放 岩 る も 存在 すれ ど , 全 然 同 化 の 
Ite (, ROCHRAAILKLSETAH 
DHA GeO MM & LARP OY; AIK LBS 
DAF, RAAB L RAUBER ESD TF vw 
VEL OMICS bh eS Me 
同 源 的 開 係 は 存在 せ て ざる も の な り 。 本 諭 
RICE MEO HIE BH SH RO TED 


と の orendite # 


> 38 (52) a Hi Th 
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(kB he BRRAR VY, (Q.J.G.5.96, 
39~98, 1940) (AAJ 
6491, FAIS 年 8 月 三原 山 小 活 動 に 開 
FSR B SSAA 永田 武 

昭和 15 年 8 月 19 日, 即ち 三宅 島 大 噴 
火 衝 38 日 目 に 三原 山 は 活動 を 開始 せり 。 
本 活動 は 明治 - 大 正 噴 火 (1911~14) 以後 
最大 の も の な れ ど 同日 2 時 7 時 の 間 の 
ZTE BY L , HEB yk LLG, 火山 礎 を 拠出 そ 
LKILE DU, RAO IH e SLX LE, Hh 

PRO (LATS He CL SEL SALE AE 
ず , 若 し 生 ぜ し と する る Mil 火 茶 屋 附近 
の 伏 角 に 於 て 6* VATU, TRB, 自然 
BST ROSA, RPE Wk Sa 等 を 測定 そる 結果 
Pre EH es EE SME EY SL a RIC EL 
SMELATSCLNME VY, KKK 
三原 山 に 大 規模 な る 火山 活動 が 起 ら ば , 
SL SWE BLOAT OS, BRS 
S\Y\.%OTV, (BB EHR 19, 402~ 
410, 昭 16)[ 和 信 木 〕 
6492, FyV—FICMGSB=BAKUK 
層 に 闘 す る 問題 Norin, R. 

北部 デン マー ク の 鮮新 統 の 火山 広 に た に つ 
き , 特 に 各地 に 於 ける 粒 の 大 さき さ に つき 三 
究 を 行 ヘ リ 。 粒 席 は 下部 よ ょ り 上 部 に 向っ 
て 減少 し, 各地 に 於 て 規則 正 し く 分 布 す 。 
ZX WSLS ICM L RH Bb Az 
~FYICHSF BRE be S INS 
ALG RILPGH HV, FE PRBE, WBE, He 
重 等 の 開 係 に つき スト ーー クス の 法則 を 用 
U% OPE BAO FA MES REV, TOW 
風速 を 1+m/sec 2 Ree LIC t OF BE 
(L7 -Y x He eM Je OME HL te yy, 
Andersen の 推定 と 一 致 せ り 。 倍 著者 は 


HEARD FEE K WK WTR © BE PAR, 16 

BER ICO RS, AK WR a KB 
質 , PS RRO A EL, PA RAE hid EL, TE find zs 
Best k yew SL ot Y, (Geol. 
Foren. Férh. 62, 31~44, 1940) (AA) 
6493, Réunion 島 Piton KWOBRE 
ょ より 生成 され た る 玄武 岩 及び Oceanite 
(RET Lacroix, A. 

EU REAR Réunion 島 の Piton 活 火 山 は 
193842 12 月 より 1939 年 1 Fic BS 
KIB ete Ll, 玄武 岩 及 び oceanite を 
噴出 せり 。 本 六 に は 6 ffl OPH Hy © (E- 
分 析 を 報告 す 。 そ の 中 . oceanite の 化 在 
成分 は 次 の 如 し 。SiO。44.42, Al,O, 
Ded ep Fe,O3 644, FeO 7.25, MnO 0.12, 
MgO 24.41, CaO 6.44, Na,O 0.80, K,O 
0.66, TiO, 1.66, P,O, tr. H,O; 0.31, 
H,O_ 0.06, 合計 100.29%. 41m] opt 
D {CER 4p I(x 1924, 1926, 1937 BOR 
BOCHERLA BREAF, KRABI 
7 bd RH AL, oceanite な は 正 確 に 
は oceanite-ankaramite と 笑 す べく , 本 
岩 は 玄武 岩 此 の 結晶 分 化 た より 生成 され 
EE oD te Ye Rend. 209, 
405~408, 1939) LAA) 


2e kk 


6494, ABN t— +4 b 
H. 

RICO SRL SMW OkKD, BB 
AO RAE LIRTSES TA HIG 
IR, 7% EY EER © — EB E RV, 7k EMO, 
DAVY OU s EAE yy (siallite) と な 
) ,KCAI,O,-3H,O% = LF SEL 


(Compt. 


Harrasso- 


witz, 
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ok 抄 39 (53) 


(allite) と な る も, な ほ 未 分 解 不純 物 に 富 
BD ASAIN ST, ROE Tyr th 
FiO hn ¢ BEADS GE OES TIL, BE IK 
Hi Pak rc HAE & te he BEET Hic 
溶け , HHS ce Kh ORB Ic ME CCI 
kv LABEL, AC — het 純粋 に 近 き 含 
IKBELEAT, (Met. u. Erz, 38, 221~ 
225, 1941) (VE I 

6495, HIHICH -_ sBSR+ SOK 
物 組成 和田 正美 

SDA HH SE HEE VC ED S YET a © BRS 
#3 14% SiOs, 3% TiO, 55% Al20, 4% 
Fe。O。 及び 8% FeO ORB MU ORG 
物 に 就き 題 微 鐘 的 研究 , 比重 測定 及び 化 
BLAS BPR FTN UV, カオ リティ イト 及 デ イア 
ュ ぇ スポ ボー ル は その 主要 成分 た し て カオ リナ テ 
A PGE L LCM ERLE, そ 
OK 0.3~1mm KLT, FAT AR 
—vstih ORAL UC hi Ae eR 
る も の と ょ と 微 品 と し て 石 基 中 に 散在 する も 
の と あり うり, 前 者 は 0.3~2mm 後者 は 大 人 部 
分 10~20gm te 0 RARE CET TEER 
の 結果 , 晩 水 物 と し て の カオ リナ テイト は 
81%, デイ ィ イア テア スポ ボール ん は 10.3% に 過ぎ 
EE 6 FAT ARH 
微粒 に 相 党 する 部 分 が 80.8% の 多 基 を 
Hi, CORRGK BS RLF RY & 
び 酸 化 鐵 よ り 成 り EER OAT & Hoe S 
pe UCHR Ate VU, (KR Bis, 9, 
831~840, 1939) (7A) 
6496, Idaho J] Polaris TEER ODBC T(E 
用 Willard, M. E. 

Idaho J Coeur d'Alene if RK Sh ie D 
Polaris Mei (Bok PEDE RIC LC TAO 


ABE OTR BE IC HST HED S BO TE Vo 
BIE A BRA EIN Lo 
I II 


Ill 


Pyrite 
Ankerite 
Siderite 
Gersdorffite 
Arsenopyrite 


le 
Quartz —— 
Tetrahedrite 
Bournonite 
Chalcopyrite 
Galena 
Boulangerite 
Calcite 


a 
ーー 
ーー 
——— 
= 


—?— 


—?— 
を の 中 gersdorffite の 産出 は 営 地 方 に 

於 て 今回 新た 認め た り 。 (Econ. Geol. 

86, 539~580, 1941) 【 短 内 

6497, Arizona J Copper Creek 地 

方 の パイ プ 硫 床 Kuhn, T.h. 

Arizona 州 Pinal 郡 の 東部 Copper 
Creek Hey i (4 SER as 安山岩 質 火 山 岩 
2 TIE LACHER BIC EV DEA 
PECLRHABBIC LV RBS bBo 
時 期 を 異 に する 三種 の 断層 あり て 一 は 花 
HAIRED DEA ICSE A U, 他 は その 凝結 
KEN SLOTVS 多 敷 の 角 奉 ペイ プ は 
rl OUR & PRS MIL BRB IC HV, XA 
fo EBL 5eZe te S ELLIE HI ERAN Vo 
eh 7K © HL t Childs-Aldwinkle と 
AB LAG HADI ER © PS ERIT Ti & FONE L IK 
5 A BEAR B Gig 7 SYK XO Bi (6 SABE 
CL CHK PEDRER te V (Econ. Geol., 
86, 512~538, 1941) (477A) 

6498, Mother Lode § 28 O HAE 


抄 40(54) 4 BR 


(II) (Tuolumne, Marioposa ff 郡 ) 
Julihn, GC, EB. Hortons ie aye 

FeO WH MAHL L COE MARE, 
Sih, LOR & HER UL, 次 で Tuolumne Co. 
BA UL, Mother Lode, East belt, Pocket 
belt ODEN & 420K , Marioposa Co 
HW S Mother Lode, West belt, East 
helt [47 © ATI, WATE © MIC aL, 
AHSKB SS GBI e UL, SB 
o Ho ELIA, DEVE IA, IL SEE WS. (U.S. 
Dept. Int., Bur. Mines, Bull. 424, 1~ 
179, 1940) (HEB 8) 


Ait hk & 


6499, SBIC hk SiwHWHR BA Rich- 
andy alot. 

Hoe Ur BAEK, BEG FL aes Mh FF IC ES 
S\IKBHNVY, COA IME HEE ICR 
Ri CHS 6 WS, ICME O Pic 
HS SRS OM Ic FILS Sok, BEIK 
PRI D Uhl CH SMB Sy cH SFL & SB MM し 
て 探 油 量 の 増加 を 岡 る こと と, 或 は 機械 的 
WCBS SUB ICMEF SICHV, SEB 
BIRR Wir, AK 24 時 内 外 の 
SHEE D APY IC WR HEI 1 BRIS BR (Sh 
桂 と 直角 に ) L, BIC LVBRE LE, 
と の 際 弾 丸 は 鐵 管 を 綱 き て 所 要 の 地層 内 
IKBFICEAT S LOT SMW, HRT 
UL GREE IC BRA SB BARE LIB & BLE te 
SMG ORBBHICE VFL SALBRV, 
CD BEBE PY D Wb PLL AP RO FE Wa 
U ,% ORBEA & FEAT S BE Ia (1) HL 
DRE AIIC LY WL HH BIC AE PS IRAE 
WE IC EY BIB IC LY MRE S HL EYES, 


Oe OR BA GE 


24 Los HE oD Pec IES, (2) cH bOKR 
居 は 弾 適 内 % HEME SH S ICH Hs CIR BEO HK 
RICHY, (3) HM OAM te Se HAIC EV 
HY Me US BEHE IC WANE FI AEF, (4) そ の 
DANE HAI LC, FEA GH th AS 7G © BESE 
に 反 戻 する と と あり , SB aw CH 
鞭 内 を 充満 する に 至る 。 基 る 岩 選 の 検査 
(LR © dh Shs Ss RATE CUE UC CAT ISS 
NW , CoOmMRCK haw Et OREO 
be HEM NIC AS & FEAL. (Amer. 


Assoc. Petrol. Geol., Bull., 25, 752~ 


759, 1941) (BS) 

6500, BF=B0 2% Hanna, M. 
A.; Wolf, A. G. 

WUE, 2+ 2 BRO SBD ee 
VE VC LGR, Sy, MAR De Us HES © Bie (ED as 
不 規 則 な れ ど も 比較 的 著 量 に 含有 せら る 
LHBM5S, 2ZSCSR EI LOMA 
WS ICE SHEL UCARADEA 
AHOMWS CBS S, MHS FEY 
AD — 7D SRIFO WARE VCH 
BO wpb eM, FO REK he AT It 
し あたる に Pb8.1423.70%, Zn 5.6%, 
Mn 5.2~7.6%, Au, Ag (ast ici Bie 3 
結果 を 得 た り 。 更 に 分 光 分 株 を 行 は し あめ 
た る に 既知 の 金 局 元 素 の な か 銀 , カド ミ 
ニ = ウツ ウム, マグ ネ シ ウ ウム, ニッ ケル の 存在 を 


確 め 得 た り 。 WICH Hic ko Au の 
存在 な 分 析 者 の 誤 な る 可 し 。(Amer. 
Assoc. Petrol. Geol., Bull, 25 750~ 
751, 1941) [高橋 】 

6501, 比重 に よる 原油 詩 比 
IDE. 


原油 の 分 類 , WGI WW L bea & を 使用 す 


Barton, 
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る 一 ゥ 試み と し て , MRCHOTF HY AZ: 
ルイ ジャ ナム の 海 時 油田 の 原油 の 比重 を 岡 
表 的 に 研究 し て 原型 を 定め , TH HALE 

と し て 他 油 田 の 原油 と の 将 比 を 行 ひ た 
Vo 原油 は 先 づ Hempel 法 た に たよ ょ すり 25°C 
毎 に 分 飽 し , 各 分 食油 の 比重 (A.P. エ I. Hh 
位 ) EVEL, © OB & ll ze rcv 
et, ML CaF ih > BH be he 
(gravity interval) を 原油 比重 (A.P.I) 
ED CHES TUE , 845 © の 所 調 PRM Le 
BHELEWL, wi LC Be IC A or 
eI y eee +0 ¢ LH EPIC 
He LR Sh OME RAL OF 
(上 方 な 十 , 下 方 は 一 ) ELV, BREN 
ば 著者 の 所 調 gravity pattern を BT 
の 如き 比重 曲線 は 各 油 層 の 原油 に 特有 な 
STIR EARL, 原油 の 風化 乃至 AF te 
{LDPBElLS LU LBS. CHS ith pee 
LX 22 以上 の 基本 型 に 分 ち 得る b, A 
に 於 て 同一 地層 乃至 層 位 的 に 相 党 する 地 
fe > JU AIC IS Ck SEW PEE BL, HIE 
ERICTSLOLIUGRLIEBEAT 
し Woodbirce, Wilcox (Okla) D Uy 2 7h 
層 は 例外 に し て 万 た より 大 差 あ ちり 。 故に 
比重 面 線 は 必 し も 完 低 な ら ざ る も な VE BE 
好 な る 手段 と し て , AU > RIAN BAER 
の 有無 を 推定 する 一 方 法 と 見 余 し 得 可 
し 。 

な ほ 以 上 の 推定 に 基づき , HF LE 
op oe = eI A kT = A © AD oh 
ek VOB MM ICIEX S こと 等 の 結論 に 
RELI V, (Amer. Assoc. Petrol. Geol., 
Bull. 25, 561~592, 1941) [高橋 


SRA D 

6502, 北 支 粘 土 及 び 高 アル ミナ 質 耐 火 物 
RET TFA TIE HE 

ee (kL © PEMD, VRE et, 品 
PCRS , Rik BR LE LO eA 
Hi D Yr eA, (ER, 焼付 
Skim, BT 7 2 7 EE RC CMS Cah MIC 
ake KOM, HRM, IEMA 
PERG ISR ALS OTIS (A eG 
mete BREMCT LIFT Ay KM BT 
ns 7 Abc? BPEL CHS bP 
な れ ど も アル ミ テ 原料 に 使用 する 場合 は 
HIBS eE RFA PIC RL TS 
ACLAMBLe DH, WKRAELT 
(ENS SBS WWE D ¢, BEBE Y HE 
HL ORME] > Hip BE IC By & SEO Be Hh CHCA 
用 債 値 が 局 限 を そら る ょ くも の ょ ゝ 如く 調 る れ 
Eb mL LCM IAD る 場合 に は 在 
來 の シャ モット 業 苑 を 製造 する と 類似 の 
PIE IC Tit LO fi} kK PRIC Ia HAR AS FS 
% , EE bo 製造 方 法 を 老 宛 すす 
る こと と に より 高 品位 の が 作り 得 ら る 。 古 
LCE HESS * 60% 以上 の も 
D FRE 70% WED’ s MMs eZ 
ょ し て 貴重 な る も の な れ ば 其 性 能 を 序 分 
活用 を せる 利用 法 を 講ず さき な り 。 高 休 土 
PRG hit GE Ee LC EELS 
熱 の 用 途 に 使用 そら る べき も の な る が , 
叉 一 面 に た は 之 に 確 化 剤 等 を 混 加 し て 低 当 
a 4 bys oe 
2, MER Ree LD, KBE AY IC Te SR 
Pinkie Ve STL BRAMO WiBICBL 
CIR S EO tr 5A, (iit kKMF 


Fh 42(56) 
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82, 2, 48~66, 昭和 16) (432) 
6503, SABE EWS SL CHER = TLR 
ROPEREICHC PWRE 

tL BARE FE iit Yo RY © AOE YE, RB 
SA & GED S ik BRIE © PERESE Ic BES 
THR, 次 の 如く 結論 そり 。 Bye BG 
原料 の 代表 的 の も の な る 木浦 暇 石 及 密 陽 
far TG LR % BRE LS RK RIC 
(ARO %D は 一 面 に た 於 て 他 に 比類 を 見 
FS Rh SPHERES SY RAL MIC IL HRBK YT 
認 れ ちら る 。 LICL CHIH it vA 
NSIC OF 3. Be Al ECR} & SAS te S OES 
HF CLCLUSBKSmMKMREbA 
TOR © GE GE & ATE IC ES Lite 3 
FEE fo RIC RIERA {ie & HP FE EL IC 
BIR EWE CRT hig KS BHO 
悪性 を 矯正 し 得る も の な り 。 HOBBY 
し て 和 北 山門 石 が 生 で 使用 し て 凌 締 り の 
BLS EE, MUIR ILBAE BC TS BK IC HR 
CHEE ETE Te SBT Yo (耐火 物 年 鑑 
2, 35~47, 昭和 16) (7438) 
6504, 粘土 の 組成 Bosazza, V. L. 
Hit MRE RS SIO FB Hi 
SIKICUEY BO RIL RB L Yk L RET 
RAT S SUNS IRICKY MES 3 
事 に た あり, ic MS AE & I~ Hy OIE 
MEU R SY & NSE BBL ZF, 
BLAIR IC BAD 3 Sp Be rd PERM Pe de EAE AM Te 
る 程 重 要 な る , TERS IC BS St 
EURO ES EMSS LAK WHER 
Ue 

BN AB CALE BIBE IK HS AER ASS BE Ic 
VD, 細 砂 , 微妙 , BERK IC SO 
CMO Hie HIRD SPR ICA, HER 


BOB ALT HVPE & RRL > 

S (Hl Sb PICMG EE HER 3 HE 
PAIK DHE ba AHS eNO TC HDB HE 
に 富める 場合 あり 。 

FEO CHL MR EBT SKHV cla 
BEAR Ai D I Te bb F RSP UEP) CEE JS 
る を 要 す 。 

ASIA Sb AMIE KEKOG 
BERT, it, ~AVy, BARE 
SICA CALERA % OME BB 
ST LEURBICHCLWSRV, 

BRE © HEE aR HA Lc SCL BIS 
tH LES SHO Mic Ab S S aE 
DHICILBLALOSHY, (Nature 26, 
779, 1941) [石光 】 

6505, (/ESHMUEICRS—-BFLELTO 
酸性 粘 上 上 Grabam, E.R. 

PERE EO PERL, 岩石 風化 の 一 内 と し 
て の 重要 性 及び 分 布 に 就き 一 船 的 な る 療 
$s EAT U PIC SB A RRO ta BB 
酸 と 比較 し て そら の 物理 性 , 化 斉 人 性 を 考 娠 
せ Y。 

BACKREST BEE RBI 2S ax, 
HEA, RBS, PIG, KE AD MBPS る 
DEAE ICI Y BEE ER PER + BR 
MP ICRI LEY, 

107 ORNS Hews Hy kar IC IAC, WE 
石 中 の Ca PPR = 0 4 PICU 
られ , その 分量 は 座長 石 の 有する 有 Ca 
の 3.4% に 達せ り 。 

酸性 灯 土 に 吸着 せら れ た る HME, 
FIN Fitt D Cam BIC Y RE RS , 
ARE, BE AIC L cit 107 日 の 如 
き 短 時 間 に て は 殆ど 影響 を 認め ず 。 
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酸性 粘土 が , FMB IC HSC PUR & 2 IK 
HST ORM Mak MH ic LY Hit hoO 
Ca に 及 す 効果 の 約 百倍 の 効果 を 有する 
BEC IL DRY RUS AD (EE UE DFE HS 
に 活 淫 な 因子 と な うり 従来 の 風化 由子 た こと 
れ を 付け 加 へ る 必要 あぁ り 。 (Jour. Geol. 
49, 392~401, 1941)( At) 
6506, MMOL HRY VARMA 
RC =HIE 

SE LUNE ORT PREP ay 
APICES OKO Wh, RA, BW IK 
MaMA, RFRA» 焼成 工業 と 原 
石 並 びに クリ ンカ ヵ カー 産出 其 態 , 及び ドコ ョ 
VAP OBR EK 就き TUX, 次 の 
加 く 結論 そり 。 満 洲 ウ あ マ グダグダ ネ シャ ヤ 質 耐火 
物 中 マグ ネ サ イト は 世界 に 冠たる も の に 
Lt, 之 と 同時 に 産 虹 する ドロ ョ ロマ イト 用 
UMMC A(T S Past b MRA 
る 量 な り 。 マグ ネ サ イト は 今後 化 亭 工業 
0, CINE GIB 7 RY Y DARIEN, HAR 
ッ マグネシウム その 他 の 化合 物 じ と て 各種 
工業 に 或 は 建築 材料 と し て 用 ひら れ ど , 
その 最も 多量 に 用 ひら る ゝ は 耐火 物 な 
』。 例 へ ば 製鋼 用 に 用 ひら る マグ ネ シ 
ャ 耐火 物 は 灯 元 及び クリ ンカ ー を 佐 せ て 
saben eV 7K, ドロ マイ トク リン カ 
— (4 Sah RY 27H MTS’ 
Vo ドロ マイ トク リン カー は 消化 し 名 く 
SMR IL WE Te BB, マゲ ネ シ ャ ク 
リン カー は 灯る と と な けれ ば 今後 大 に 利 
用 せら る さき な り 。( 面 火 物 年 紅 , 8, 
35~47, 昭和 16)【〔 待 場 
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6507, PINTROBiaRO Kinreite 
ER Selvig, W. A., Ode, W. H. 

(UTE pe (EE Fischer-Schrader rex 
y 500°C に 於 て , 高 温 療 化 は U.S. Steel 
Corp. DREAMER kV 900°C に て 行 
は れ , 炊 の 成 生 物質 の 量 を 測定 せり 。 


{REE We , CO,, H,s 
ュー クス , ター た , Wo 
wr, 液 


次 に air free の 下 に 生 す る H,S Ok 
及び 帳 政 可能 の 硫黄 の 量 , air-and H,S- 
free D FICE FSR ARO CO。, Hy, CO, 
CH,, CyHy, No #OGP#ERBWEL, 
成 生 コー クス の 性 質 等 を も 試験 せり 。 
(U.S. Dept. Inter., Bur. Mines, Tech. 
Pap. 611, 37~59, 1940) (pk 5J 
6508, PINT ROMERO HERS 
Hertzog, E.S., Cudworth, J. R. 

BID IRA IC HG © 細 片 化 の 傾向 , 
Bp friability を 検 す る た め , 一 種 の 
pebble mill を 用 ゐ , 4 (4S IA BIC 
L, XOWD BROKE Hl ae Lee et 
Yo Wb ARK TE A ee (Am. 
Soc. f. Testg. Mater) jel jh at GROe 
(Tentative method of tumbler test) に 
KD RURD AS EMIT ME と の 開 係 を 定 
Dw, TINVINAL OH HO 脆性 を 種々 
の 方 面 より 老 人 失せ り 。 

炊 に 一 種 の ball will を 用 ひ , そ れ ら が 
更に 癒 末 化す る 程度 に 就 て 試験 せり 。 
(U.S. Dept. Inter, Bur. Mines, mechs 
Pap. 611, 1~22, 1940) (Ha 88) 
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6509, 放射 能 に 依る 年 代 の 決定 Good- 
man C., Evans R. D. 

BSE IK HRB RES RE UE I HA LEAR © 
Miz DIK eA CH AM Ic it L, LO 
放射 能 法 た 於 て 探る べき , 基本 條 件 四 つ 
ERT CUTCAMRO OM MAREV, 
(NESBA VDA KAS SBA RHE 
WARRA Hit, 現在 へ リッ ぇ 法 の 使用 に 
於 ける 不正 確 さ の 原因 の 大 部 分 を 占め 
る 。(2) 分 析 の RE, MMIC RA, 
RRC SERS RZO BBK 
30 ER OAR RE DBO MRILABS, 
BEET XY SEGORIRK DV, (3) Mfr 
FEO ZH oj ik lead method に ょ 
る 年 代 決 定 た は 人 鉄 く さか ら ざ る る も の に し 
CT, (4) 更に 有効 な る 地質 年 代 決 定 た に 有利 
な lead time scale の 敷 式 を 必要 と する 
と と ょ と ,(5) lead, helium 責 年 敷 比 の 間 に 
更に 直接 の 比較 を 必要 と する こと と ,(6) 其 
他 の 種々 の 方 法 が 人 見 され た る lead, 
hlium 爾 方 法 は や は り 定 量 的 時 代 決 定 の 
HA CHE IC AT) Te BON HE GE te SC Le FRG 
Do (7) KM OMS BAI ICBT S 
SV VATED AY ICES Set DHE Ik 
BE th PB hic EE RIO NE DK 
Bos DEBRIS tM LES LO 
wzyk sd, (Bull. Geol. Soc. Am. 52, 
491~544, 1941) [加藤 】 

6510, HMBPOHyFLROANIL EO 
Se Henderson, LE. P. 

le] — ASK ICD & Te dt S (LESS Te FF 
O, % OFGRIC HSL EBL ad Sid, 2 
め ら る 所 な り 。 CHAOS HRAKO 


sampling Fe, WOKE, =v 7 rk 
び コ ベル ト の 決定 方 法 た 起因 する も の な 
り 。 そ れ 散 正しき 結果 を 得る た は,(1) 鐵 
は 必ず 容積 法 た より 決定 すべ し 。 (2) = 
y 7 UIE OA FICS Cd, REBA 
酸 に て 溶液 と し て 保ち , デイ メチ ル グ ダリ 
AY RICTHERLESL, (3) =o 
WROBEL HRT ye = TC AMOR RB 
に 依り 分 離し 得 ら れ , = 27 ILA O 
ァ ン モニ = ア 忠 が 追 田 され し 後 . 混 合 濃 液 
中 より 決定 すら る 。 (4) コペル ト は = ッ 
FROM RT YE=PTREV CHE Y 
完全 に 分 離し 得 ら れず 。 本 方 法 に て は 鐵 
及び っ ベルト の 精 窓 な る 分 離 は 望み 難 
Le (Am. J. Sci., 289, 372~378, 1941) 
[河野 ) 
6511, FSORR MB 5—Ep 

ANSE ES TR IVER CFE BIL ARO 埋 木 化石 
ORILUA S Gir RIG & AR, POI 
BB (dBA ECE ICH te } HIM BE 
DR lS , ir ae BR UN ee PAS CHS 。 渡 
BAO BURN IC EY, と の 理 木 は 大 
FL 1000 年 の 樹齢 を 示す と と 千明 せり 。 
Bb COMRTBRBL CH i RAK 
重なる 廣瀬 川 凝 放 岩 と の 間 に 只 1000 年 
PIES HS CL ERR, Bec Ieee 
齢 の 計算 等 に 沈 征 岩 埋 病 速度 を 用 ふる 際 
(LAE CHA DS BF IB] 的 考慮 の みか な 
bY, aS BFE] OS Os AI LIBS S 
LORV, Pb L#breEZRA 
FIC BRIC 2 MDL RICHES 3B BBO 
FPFSETCLHVLES WL, (AB, 11, 
194, 昭 16)〔 信 木 】 
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第 三 十 玉 伏 FBR DBR BB zs HBR 
Ne EP NT Tiny IE ET SE eee el) aS sR ee ae 
本 2 役 B 
2 it 津 ® ih 
SSAGH EBRAR Bie 純一 坪井 誠太郎 
Sk ih 伊藤 A 
EWE tA RE BHEE 高根 BA 
Beet 大森 成一 
本 @ B BH 
fA BR 石原 BR ERK MK NI Ke 。 大 井上 義和 近 
Ki OC COM RK 木下 ROAR 太郎 竹内 HE 
wet Bo BpPeB= HBB PHAR BBR - 
原田 ££ fe 連 RH 幸一 Re BE 保科 EB 
本 間 不 二男 。 松本 唯一 松山 HR BR 厚 HEBSH 
山口 孝三 山田 光雄 山根 BR 
ARIES (F yh) 
石光 BH AR R- 加藤 SH 河野 BE BARA 
高根 Bt 高橋 純一 竹内 BE 中村 喜雄 根 橋 雄太 郎 
待 場 BB Ak £@= ESD HX EBA 
昭和 16 年 10 月 25 BED hil AGA BBA 
昭和 16 年 11 月 1 A Bets (ie THR AL A BPE PA 
= ce Re 名 B® ACE Ei ane 
AMZ TH BR Ab is OK EB AN ASSRBREE 
FD ml A 4 RS 26 Bb AZesa 高 2 Bb A 
(seth Army 88 番地 (FR (BE 8825 A) 
印 届 所 fe fa FD Rl 所 
(leis Bry 88 番地 Kee 
me 75 BRO ACER Brey 4 Bl aa) 
WA ev Us も EI る 1 ヶ年 分 8 al AY d 
ABE TE AL iF A ER ; 
7 HEL LHe 222156 ak aN ues Se 
日 本 は < stl ‘i aE IN(@ ET) 
配給 元 BAW PRS nk 1% ® 8s0@ 
FO Th i eee 2B 9 番地 HE 
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